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〈まちは楽しい宝島〉 越谷の郷土芸能 いにしえより伝わる伝統芸能と継承者たち …………�～�

特 集 救急医療について考える 救える命を救うために 救急医療の適正な利用にご協力を……�～�

特 集 子どもの笑顔を親が奪う不幸をなくすために～社会全体で取り組む児童虐待防止～………�～�

越谷アリタキ植物園が１０月から開園………………………………………………………�～	

越谷市民だと 割引きで泊まれる保養所があるよ 国民宿舎 両神荘……………………

て まる

漫画家 手丸かのこ／てしばまさみさん………………………………�

《イベントガイド》サンシティ、科学技術体験センター、児童館コスモス・ヒマワリ……………………�～
老人福祉センターけやき荘・くすのき荘・ゆりのき荘、越谷市民プール

真真剣剣なな顔顔つつききでで稽稽古古にに取取りり組組むむ荻荻島島小小学学校校おおははややししククララブブのの児児童童

『
生
涯
学
習
メ
ニ
ュ
ー
Ｔ
Ｒ
Ｙ（
ト

ラ
イ
）』が
折
り
込
ま
れ
て
い
ま
す



23

越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越
谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷
のののののののののののののののののののののののののののののののののののの
郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷
土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土
芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸
能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能

下
間
久
里
の
獅
子
舞

下
間
久
里
の
獅
子
舞
は
、
文
禄

３
年
（
１
５
９
４
年
）
に
京
都
か

ら
伝
承
さ
れ
た
と
言
わ
れ
、
県
下

で
も
有
数
の
伝
統
を
誇
っ
て
い
ま

す
。
下
間
久
里
獅
子
舞
連
中
（
�

た

ゆ
う

橋
仲
次
太
夫
）
に
よ
っ
て
保
存
・

継
承
さ
れ
て
い
る
獅
子
舞
行
事
で
、

古
来
よ
り
期
日
を
変
更
す
る
こ
と

な
く
毎
年
７
月
１５
日
に
下
間
久
里

の
香
取
神
社
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

は
か
ま
を
は
き
、
そ
ろ
い
の
衣
装

で
腰
に
太
鼓
を
つ
け
た
太
夫
獅
子
、

中
獅
子
、
女
獅
子
の
３
頭
１
組
が

舞
い
を
披
露
し
ま
す
。
境
内
で
舞

っ
た
後
は
、
太
夫
（
芸
能
者
の
集

団
の
長
の
呼
び
名
。
下
間
久
里
の

獅
子
の
長
の
こ
と
）
を
先
頭
に
、

獅
子
、
笛
吹
き
、
連
中
な
ど
が
、

家
内
安
全
と
五
穀
豊
じ
ょ
う
を
祈

り
な
が
ら
地
区
全
体
を
回
り
ま
す
。

下
間
久
里
の
獅
子
舞
は
、
春
日

部
市
、
旧
庄
和
町
、
千
葉
県
野
田

市
な
ど
に
伝
わ
る
獅
子
舞
行
事
の

源
流
と
さ
れ
、
昭
和
５４
年
に
県
の

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

囃

子

囃
子
と
は
、
祭
り
を
盛
り
上
げ

か
ね

る
た
め
に
、
笛
や
太
鼓
、
鉦
な
ど

を
使
い
奏
で
ら
れ
る
音
楽
の
こ
と

で
す
。

神
社
の
祭
り
で
は
、
境
内
の
能

舞
台
、
神
楽
殿
な
ど
で
演
奏
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
祭
り
の
行
事
で
行

列
が
あ
る
場
合
は
、
派
手
な
は
ん

て
ん
を
着
て
、
歩
き
な
が
ら
演
奏

し
た
り
、
山
車
や
屋
台
な
ど
に
乗

り
込
み
演
奏
し
ま
す
。

木
遣
り

木
遣
り
に
は
、
大
き
く
分
け
て

ひ

伊
勢
や
諏
訪
の
御
神
木
の
曳
き
歌

と
し
て
の
木
遣
り
と
、
関
東
地
方

を
中
心
と
す
る
労
働
歌
か
ら
発
達

し
た
木
遣
り
の
二
つ
の
流
れ
が
あ

り
ま
す
。
市
内
に
伝
わ
る
木
遣
り

は
後
者
で
江
戸
木
遣
り
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
古
く
か
ら
、
集
団
で

大
木
や
巨
岩
な
ど
を
運
搬
す
る
と

き
に
、
み
ん
な
の
力
を
一
つ
に
す

る
た
め
に
掛
け
声
の
よ
う
に
歌
わ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
近
世
に
入
り
、

江
戸
に
お
い
て
大
土
木
工
事
の
需

要
が
増
大
す
る
の
に
あ
わ
せ
て
発

展
し
た
も
の
で
す
。

市
内
に
は
江
戸
時
代
以
降
に
伝

え
ら
れ
た
と
さ
れ
、
建
築
の
棟
上

げ
の
祝
儀
や
宴
席
で
歌
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
現
在
は
、
主
に
久
伊
豆

神
社
祭
礼
の
練
歌
、
山
車
の
曳
き

歌
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、「
越
谷
の
木
遣
歌
」
は
平

成
２
年
に
越
谷
市
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

越
谷
市
木
遣
保
存
会

越
谷
市
木
遣
保
存
会
（
高
橋
奨

会
長
）
は
、
木
遣
り
の
継
承
者
が

少
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
を
危
ぐ

し
た
地
元
の
木
遣
り
師
の
方
々
が
、

昭
和
５８
年
に
創
立
し
ま
し
た
。
保

存
会
は
、
毎
週
一
回
の
稽
古
を
行

い
、
越
谷
の
木
遣
り
の
伝
承
に
努

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
存
会
で
は
現
在
、
越

ヶ
谷
小
学
校
の
「
越
ヶ
谷
小
学
校

木
遣
保
存
会
」
の
指
導
を
行
う
な

ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

は
や
し

か
ぐ
ら

皆
さ
ん
は
、
お
囃
子
や
神
楽
っ
て
ご
存
じ
で
す
か
？
お
祭
り
の
と
き

に
「
ぴ
ー
ひ
ゃ
ら
、
ぴ
ー
ひ
ゃ
ら
」
と
聞
こ
え
て
く
る
、
心
を
は
や
ら

せ
る
笛
や
太
鼓
の
音
色
、あ
れ
が
囃
子
で
す
。
神
楽
は
、神
様
に
さ
さ
げ

る
歌
や
踊
り
で
す
。
今
日
で
も
神
社
の
お
祭
り
で
、
秋
の
稲
刈
り
を
終

え
た
時
期
な
ど
に
、
収
穫
を
感
謝
し
て
歌
や
踊
り
が
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

き

や

囃
子
、
神
楽
、
獅
子
舞
、
太
鼓
、
木
遣
り
な
ど
、
こ
こ
越
谷
で
も
郷

土
に
伝
わ
る
芸
能
と
し
て
、
人
々
の
暮
ら
し
の
中
で
大
切
に
受
け
継
が

れ
て
き
ま
し
た
が
、
都
市
化
が
進
み
、
農
村
行
事
な
ど
も
減
り
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
る
に
つ
れ
、
年
々
後
継
者
が
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
娯
楽
が
あ
ふ
れ
て
い
る
現
代
に
お
い
て
、
今

な
お
、
そ
の
魅
力
に
引
か
れ
、
伝
統
を
受
け
継
い
て
い
る
人
々
が
い
ま

す
。
今
号
で
は
、
郷
土
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
と
そ
の
継
承
者
た
ち
を
紹

介
し
ま
す
。
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▲香取神社の夏の伝統行事「下間久里の獅子舞」。昨年３月
には国立劇場に招待され、下間久里獅子舞連中が全国に向
けて華麗な舞いを披露しました

あめがした む そう

�下間久里の獅子舞はその宗家とされる雨下無双
かく べ い

角兵衛流で、太夫獅子の角には「雨下無双角兵衛」
（雨の降る世界（天下）に２つと無い角兵衛獅子と
いう意味）の７文字が刻まれています

▲大沢の地蔵ばやし保存会（多田恵一会長）の囃子の稽古。同会は
毎年７月に行われる大沢八坂神社の夏祭りなどを目標に活動を続
けています。また、元日には越谷市元旦マラソンにあわせ、市役
所駐車場で寿獅子（正月や結婚式などめでたい席で舞われる獅子
舞）を披露しています

▲越ヶ谷小学校木遣保存会による木遣り。同会は
越ヶ谷地区に伝承されている木遣りを継承して
いこうと平成７年に結成され、毎週金曜日の放
課後、練習に励んでいます

�昨年の市民まつりに展示
された越ヶ谷秋まつりの
山車。今月２４日の市民ま
つりでも展示され、山車
に乗り込んでの囃子の演
奏や、山車の前で木遣り
が披露されます

▲越谷市木遣保存会の皆さん

�
７
月
４
日
、
中
央
市
民
会
館
劇
場
で
「
越

谷
の
木
遣
歌
」
の
文
化
財
指
定
２０
周
年
を

記
念
し
て
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た

�多田会長から指導を受け
る中央中１年生の藤森彩
貴さん。藤森さんは物心
が付いたころから祭りが
大好きで、地蔵ばやし保
存会には小学４年生のと
きに入会。祭りの日は家
に帰らず、朝から晩まで
みこしや山車を追いかけ
ていたそうです
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神

楽
み

か
ぐ

ら

さ
と

か

ぐ
ら

神
楽
に
は
、
御
神
楽
と
里
神
楽

が
あ
り
ま
す
。
御
神
楽
は
宮
廷
で

行
わ
れ
る
神
楽
の
こ
と
で
、
一
般

に
民
俗
芸
能
と
し
て
伝
承
さ
れ
て

い
る
神
楽
は
里
神
楽
で
す
。
豊
作

や
豊
漁
を
願
い
、
病
気
や
災
い
を

追
い
払
う
た
め
に
、
神
様
の
前
で

歌
や
踊
り
が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
す
。

派
手
な
衣
装
と
動
き
が
見
ど
こ

ろ
で
、
笛
や
太
鼓
な
ど
の
演
奏
の

中
、
面
や
装
束
を
付
け
て
、
身
ぶ

り
、
手
ぶ
り
の
表
現
で
演
じ
ま
す
。

神
明
・
西
新
井
・
谷
中
・
大
相

模
の
は
や
し
連
中
の
皆
さ
ん
に
、

て
ん
そ
ん
こ
う

里
神
楽
の
有
名
な
演
目
「
天
孫
降

り
ん臨
」
の
名
場
面
を
い
く
つ
か
披
露

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
写
真
）。

「
天
孫
降
臨
」
は
日
本
神
話
で
、

天
照
大
神
の
孫
に
あ
た
る
神
様
が
、

国
土
平
定
の
た
め
日
向
国
（
今
の

宮
崎
県
）
の
高
千
穂
に
降
臨
さ
れ

た
と
い
う
お
話
で
す
。

越
谷
市

郷
土
芸
能
保
存
協
会

越
谷
市
郷
土
芸
能
保
存
協
会

（
横
川
信
夫
会
長
）
は
、
古
く
か

ら
市
内
に
伝
わ
る
囃
子
・
神
楽
・

獅
子
舞
・
太
鼓
・
木
遣
な
ど
の
伝

統
芸
能
を
保
存
・
育
成
・
公
開
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
６０
年
に

１０
団
体
１
７
８
人
で
発
足
し
ま
し

た
。
平
成
２１
年
の
会
員
数
は
７
団

体
８３
人
。
後
継
者
不
足
に
悩
む
中
、

毎
年
３
月
に
行
わ
れ
る
郷
土
芸
能

祭
へ
参
加
し
伝
統
的
な
演
目
を
広

く
市
民
に
披
露
す
る
ほ
か
、
各
団

体
で
は
後
継
者
の
養
成
や
市
内
外

の
神
社
祭
礼
へ
の
奉
納
な
ど
、
幅

広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
越

谷
の
芸
能
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、
市
内
の
４
つ
の
小

学
校
（
荻
島
小
・
大
沢
小
・
越
ヶ

谷
小
・
大
相
模
小
）
で
郷
土
芸
能

の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

か
ず

き

�
荒
井
一
起
さ
ん

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
夏
ま
つ

り
や
秋
ま
つ
り
で
山
車
や
み
こ

し
を
見
て
育
っ
た
せ
い
か
、
い

つ
の
間
に
か
好
き
に
な
り
、
小

学
校
２
年
生
の
と
き
か
ら
稽
古

を
し
て
い
ま
す
。
理
屈
抜
き
に

楽
し
く
て
、
休
日
に
は
東
京
や

茨
城
な
ど
関
東
近
郊
で
行
わ
れ

て
い
る
祭
り
を
探
し
て
参
加
し

て
い
ま
す
。

現
在
は
神
明
は
や
し
連
中
で

神
楽
の
稽
古
を
し
て
い
ま
す
。

伝
統
を
受
け
継
ぐ
だ
け
で
は
な

く
て
、
自
分
な
り
に
発
展
さ
せ

て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。きょ

う
す
け

�
斉
藤
恭
佑
さ
ん

僕
も
祭
り
を
見
て
育
ち
ま
し

た
か
ら
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

大
好
き
で
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、

小
学
生
で
祭
り
に
参
加
し
て
い

る
荒
井
君
の
姿
を
見
て
か
っ
こ

い
い
な
と
…
。
５
年
生
の
と
き

に
僕
も
神
明
は
や
し
連
中
に
入

り
、
こ
れ
ま
で
荒
井
君
と
一
緒

に
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

地
方
で
は
、
若
い
方
も
祭
り

に
大
勢
参
加
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
伝
統
芸
能
を
も

っ
と
広
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

大
相
模
小
学
校
の
ク
ラ
ブ
発

表
会
で
、
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
の

お
囃
子
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

聴
い
て
い
る
う
ち
に
と
て
も
楽

し
く
な
っ
て
、
５
年
生
の
と
き

に
入
部
し
ま
し
た
。

お
囃
子
は
、
太
鼓
を
た
た
い

た
と
き
の
振
動
が
新
鮮
で
、
気

持
ち
が
す
っ
き
り
し
ま
す
。
笛

の
音
色
も
大
好
き
で
、
人
前
で

演
奏
し
て
拍
手
を
も
ら
っ
た
と

き
の
気
分
は
最
高
で
す
。

今
は
週
に
１
度
、横
川
さ
ん（
大

相
模
後
方
は
や
し
連
中
代
表
）
に

笛
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
い
ろ
い
ろ
な
笛
の
吹
き
方

を
勉
強
し
て
技
術
を
向
上
さ
せ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

まちは楽しい宝島

若き後継者に伝統芸能を始めたきっかけやその魅力を伺いました

芸芸術術のの秋秋！！ああななたたもも始始めめまませせんんかか？？
連 絡 先

栗原吉勝
（�９７６－１５３６）
関根明一

（�９６４－８９１６）
高橋友芳

（�９６４－２８８６）
横川信夫

（�９８５－３２１９）
多田恵一

（�９７６－２３４６）
須賀秀夫

（�９７４－２０７２）
高橋 奨

（�９６２－３０００）

郷土芸能保存協会加盟団体

神明はやし連中（神楽・囃子）

谷中はやし連中（神楽・囃子）

西新井はやし連中（神楽・囃子）

大相模後方はやし連中（囃子）

地蔵ばやし保存会（囃子・獅子舞）

八坂連（神楽・囃子・獅子舞）

越谷市木遣保存会（木遣り）

おお囃囃子子やや神神楽楽ななどどをを見見にに
祭祭りりにに出出かかけけててみみまませせんんかか？？

祭 り

久伊豆神社のおかがり
（越ヶ谷久伊豆神社）

久伊豆神社の縁起市
（越ヶ谷久伊豆神社）

香取神社のオビシャ
（大沢香取神社）

第２７回越谷市郷土芸能祭
（サンシティ小ホール・入場無料）

＊越谷市郷土芸能保存協会加盟団体が参加予定の来年３月
３１日までに行われる祭りです。上記以外にも神社の祭礼
や地区の祭りなどでは、さまざまな団体がお囃子などを
行い祭りを盛り上げています

日 程

５日�

１５日�

１１日�

６日�

１２月

２３年
２月

３月

神楽の楽しみ方
「古事記」や「日本書紀」の天

の岩戸の話は有名ですが、天照大

神が弟の悪事に腹を立て、天の岩

戸に引きこもってしまったときに、

大神を外に誘い出すために、別の

神様が踊りを見せたといわれる神

話が神楽の起源と言われています。

神楽の演目にも日本神話がテー

マになっているものが多くありま

すので、あらかじめ演目のストー

リーをおおまかに把握しておくと、

いっそう楽しめます。また、踊り

や舞いだけではなく、モドキ（ひ

ょっとこ）と神様のこっけいな掛

け合いなども神楽のだいご味です。

神神
楽楽
のの
演演
目目
をを
披披
露露
しし
てて
いい
たた
だだ
きき
まま
しし
たた
！！

いにしえより伝わる
伝統芸能と継承者たち

�
里
神
楽
の
稽
古
に
励
む
大
沢
小
学
校
日

本
伝
統
ク
ラ
ブ
の
児
童
た
ち
。
同
ク
ラ

ブ
で
は
、
八
坂
連
（
須
賀
秀
夫
会
長
・

写
真
中
央
）
の
指
導
の
下
、
太
鼓
や
神

楽
な
ど
の
稽
古
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

�
神
明
・
西
新
井
・
谷
中
・
大
相
模
の
は

や
し
連
中
の
皆
さ
ん
。
各
団
体
と
も
後

継
者
不
足
の
た
め
、
合
同
練
習
を
行
う

な
ど
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す

く
ま

そ

せ
い
ば
つ

く
ま

そ
た
け
る

�
里
神
楽
「
熊
襲
征
伐
」
の
熊
襲
猛

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

（
中
央
）
と
日
本
武
尊
の
対
決
場
面
。

来
年
３
月
の
郷
土
芸
能
祭
で
も
披
露

さ
れ
る
予
定
で
す

アメノウズメノミコト

▲猿田彦と天鈿女命（左）の連れ舞い

サ
ル

タ

ヒ
コ

�
猿
田
彦（
右
）と
肝
つ
ぶ
し（
左
）の
立
ち
回
り

�
「
エ
イ
、
ヤ
ー
」
時
に
は
チ
ャ
ン
バ

ラ
ご
っ
こ
に
な
る
と
き
も

大沢在住の荒井一起さん（右）と
斉藤恭佑さん（ともに高校１年生）

▲大相模後方はやし連中（横川信夫代表・写真中央）
の指導の下、囃子の稽古に取り組んでいる大相模小
学校郷土芸能クラブの児童たち

�
荻
島
小
学
校
お
は
や
し
ク
ラ
ブ
の
児

童
た
ち
。
神
明
は
や
し
連
中
（
栗
原

吉
勝
代
表
・
写
真
中
央
右
）
と
西
新

井
は
や
し
連
中
（
高
橋
友
芳
代
表
・

写
真
中
央
左
）
の
指
導
を
受
け
、
市

内
の
小
学
校
で
は
一
番
早
く
平
成
６

年
か
ら
囃
子
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

大相模在住の梶原優さ
ん（高校１年生）
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症
状
に
応
じ
た

救
急
医
療
体
制

救
急
医
療
体
制
は
、
傷
病
の
状

態
に
応
じ
て
３
段
階
に
分
か
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
が

対
応
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

初
期
救
急
医
療
は
、
入
院
治
療

の
必
要
が
な
く
外
来
で
処
置
で
き

る
よ
う
な
比
較
的
軽
症
な
患
者
、

二
次
救
急
医
療
は
、
入
院
治
療
を

必
要
と
す
る
重
症
患
者
、
三
次
救

急
医
療
は
、
二
次
救
急
医
療
機
関

で
対
応
で
き
な
い
高
度
の
処
置
が

必
要
な
重
篤
な
患
者
を
対
象
に
治

療
を
行
う
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。近

年
、
入
院
や
手
術
の
必
要
の

な
い
症
状
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
高
度
医
療
を
行
う
二
次
、
三

次
救
急
医
療
機
関
を
受
診
す
る
方

が
増
え
て
い
ま
す
。
軽
症
の
患
者

が
休
日
や
夜
間
に
救
急
病
院
に
集

中
す
る
と
、
本
来
緊
急
に
入
院
治

療
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重

症
な
患
者
へ
の
対
応
を
遅
ら
せ
て

し
ま
う
結
果
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
二
次
、

三
次
医
療
機
関
と
し
て
本
来
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

二
次
救
急
医
療
は
東
部
地
域

の
病
院
が
輪
番
で
対
応

二
次
救
急
医
療
は
、
本
市
を
含

む
近
隣
６
市
１
町
（
越
谷
市
、
春

日
部
市
、
草
加
市
、
三
郷
市
、
八

潮
市
、
吉
川
市
、
松
伏
町
）
で
構

成
す
る
埼
玉
県
東
部
南
地
区
第
二

次
救
急
医
療
圏
内
の
１５
の
中
核
病

院
が
輪
番
制
に
よ
り
救
急
患
者
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小

児
に
つ
い
て
は
、
同
様
の
圏
域
で

４
医
療
機
関
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

三
次
救
急
医
療
は

獨
協
医
科
大
学
越
谷
病
院
が

生
命
の
危
機
が
ひ
っ
迫
し
て
い

る
重
症
患
者
に
つ
い
て
は
、
救
急

救
命
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い

る
獨
協
医
科
大
学
越
谷
病
院
が
対

応
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

救
急
医
療
体
制
に
沿
っ
た
治
療

が
で
き
な
け
れ
ば
、
重
篤
な
患
者

の
命
を
脅
か
す
事
態
に
も
な
り
か

ね
な
い
の
で
す
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

急急
病病
人人
のの

「
た
ら
い
回
し
」は

なな
ぜぜ
起起
きき
るる

緊
急
を
要
す
る
重
症
患
者
の
「
た

ら
い
回
し
」
が
報
道
さ
れ
る
た
び
に
、

ま
た
か
と
思
う
方
は
少
な
く
な
い
と

思
い
ま
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
不
幸

が
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

医
療
ス
タ
ッ
フ
は
患
者
さ
ん
を
救

う
た
め
に
日
夜
懸
命
に
努
力
を
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
急
患
の
方
を
お

断
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

「
受
け
入
れ
不
可
能
」
な
状
況
に
あ

る
か
ら
な
の
で
す
。
決
し
て
「
受
け

入
れ
拒
否
」
で
は
な
い
の
で
す
。
現

在
の
限
ら
れ
た
ス
タ
ッ
フ
、
ベ
ッ
ド

数
で
す
べ
て
の
急
患
に
対
応
す
る
こ

と
は
到
底
不
可
能
で
す
。

こ
の
窮
状
を
打
開
す
る
た
め
に
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
増
員
や
施
設
の
整

備
・
拡
充
が
急
務
な
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
市
民

の
皆
様
に
は
現
状
を
十
分
理
解
さ
れ
、

適
正
な
受
診
に
協
力
し
て
い
た
だ
き

た
い
の
で
す
。
安
易
な
２４
時
間
・
コ

ン
ビ
ニ
受
診
は
限
ら
れ
た
医
療
資
源

を
枯
渇
さ
せ
、
救
急
医
療
の
現
場
を

さ
ら
に
混
乱
さ
せ
て
し
ま
う
危
険
性

を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

な
お
、
越
谷
市
医
師
会
で
は
こ
の

窮
状
を
少
し
で
も
改
善
す
る
た
め
に
、

小
児
同
様
、
一
般
（
成
人
）
向
け
夜

間
急
患
診
療
所
の
開
設
に
向
け
、
市

と
と
も
に
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

救急病院・救急診療所とは、救急車により搬送される傷
病者に対して医療を行う病院や診療所のことです。
医療機関からの申し出に基づき、一定の要件を満たす場
合に知事が認定し、救急病院・救急診療所として告示して
います。認定の期間は３年間です。
平成２２年９月現在、市内では下表の医療機関が該当しま
す。

特集

休
日
や
夜
間
に
病
気
を
発
症
し
た
ら
？
重
症
と
思
わ
れ
る
場

合
は
、
迷
わ
ず
救
急
車
、
救
急
外
来
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

し
か
し
、
近
年
、「
２４
時
間
診
て
も
ら
え
る
」「
早
く
診
て
も

ら
え
る
」
と
い
っ
た
理
由
か
ら
救
急
医
療
を
利
用
す
る
方
が
増

え
て
い
ま
す
。

２１
年
度
、
第
二
次
救
急
医
療
を
担
う
市
立
病
院
の
救
急
外
来

受
診
患
者
の
約
６
割
は
初
期
救
急
医
療
対
象
と
診
断
さ
れ
ま
し

た
。本

来
、
救
急
医
療
が
必
要
な
方
が
適
切
に
診
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
、
適
正

な
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

救
急
医
療
に
つ
い
て
考
え
る

救救救救救救救救救救救救救救救救救
えええええええええええええええええ
るるるるるるるるるるるるるるるるる
命命命命命命命命命命命命命命命命命
ををををををををををををををををを
救救救救救救救救救救救救救救救救救
ううううううううううううううううう
たたたたたたたたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめめめめめめめ
ににににににににににににににににに

救救救救救救救救救救救救救救救救救
急急急急急急急急急急急急急急急急急
医医医医医医医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療療療療療療療
ののののののののののののののののの
適適適適適適適適適適適適適適適適適
正正正正正正正正正正正正正正正正正
ななななななななななななななななな
利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用
ににににににににににににににににに
ごごごごごごごごごごごごごごごごご
協協協協協協協協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力力力力力力力力
ををををををををををををををををを

救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車のののののののののののののののののののの
適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正なななななななななななななななななななな利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用をををををををををををををををををををを
救急車は、生命に危険が及ぶ傷病者を、

救命処置等を施しながら医療機関に搬送

するものです。しかし、救急車を利用され

た約６割の方が軽症と診断されています。

消防署では７台の救急車で対応してい

ますが、すべての救急車が出動してしま

い、緊急を要する傷病者であっても、救

急車の到着に遅れが生じています。

１１９番通報する前に、もう一度救急車

が必要かお考えいただき、救急車の適正

利用にご協力ください。

問合せ 消防本部警防課

�９７４－０１０４

祝日や年末年始、日曜日などの昼間に
診療を受けたいとき

日曜日以外の祝日や年末年始などに急病になっ
たときや、歯が痛くなったときには、休日当番医が
診療を行っています。休日当番医は休日ごとに交
替で診療に当たります。休日当番医の情報は、広報
こしがやお知らせ版（健康と暮らしの面）に掲載し
ているほか、市ホームページでもご覧になれます。
日曜日に診療を行っている市内の医療機関につ
いては、１１ページをご覧ください。

夜間にお子さんが急病になったとき
越谷市小児夜間急患診療所

夜間にお子さんが急病になったときは、越谷市
小児夜間急患診療所をご利用ください。
お子さんの急病に対応するため、年間（３６５日）
を通して小児科専門医による診療を行っています。

診療時間 午後８時～１１時
受付時間 午後７時３０分～１０時３０分
診療科目 小児科（急患に対応）
診 療 日 通年（３６５日）診療
所 在 地 神明町２－６０－１
問 合 せ �９６０－１１００（午後７時３０分～１１時）

電電話話でで調調べべるる・・相相談談すするる
緊急に診療をしてくれる
医療機関を探したいとき

�埼玉県救急医療情報センターの
救急医療情報県民案内
�048-824-4199（よい救急）
緊急に診療できるお近くの医療機関（歯科を除＜）の
所在地、電話番号、診療科目などを２４時間体制で情報提
供しています。メモの用意をしてお問い合わせください。

お子さんの急病について相談したいとき

�埼玉県小児救急電話相談 �＃8000
子どもの急病（発熱、下痢、おう吐など）時の家庭で
の対処方法や受診の必要性について、看護師が電話で相
談に応じます（診断・治療は行いません）。県内どこか
らでも電話で「＃8000」をプッシユすることで相談
窓口につながります。
＊IP電話、ひかり電話、ダイヤル回線等をご利用の方は
下記の番号におかけください
�048－833－7911
相談時間
月曜～土曜日…午後７時～１１時
日曜日、祝日、年末年始…午前９時～午後１１時

小
児
夜
間
急
患
診
療
所 救 急 医 療 体 制

電話番号

９６５－２２２１

９６６－２７１１

９７９－２０００

９６５－１１１１

９７８－００３３

９６０－７１００

９８９－８０２０

所 在 地

東越谷１０－４７－１

谷中町４－２５－５

千間台西２－４－６

南越谷２－１－５０

千間台西２－１２－８

大沢３１８７－１

川柳町３－５０－１

病 院 名

越 谷 市 立 病 院

越 谷 誠 和 病 院

越 谷 北 病 院

獨協医科大学越谷病院

慶 和 病 院

埼玉東部循環器病院

越谷ハートフルクリニック

市内の救急病院・救急診療所

入院を必要としない、比較的症状の軽い救急患者
を対象としています。
市内では、休日当番医、小児夜間急患診療所など
が該当します（詳しくは７ページに掲載しています）。

主に初期救急医療機関から転送される、入院や手
術を必要とする重症救急患者を対象としています。
休日・夜間は、越谷市、春日部市、草加市、三郷市、
八潮市、吉川市、松伏町の６市１町第二次救急医療
圏内で１５医療機関が対応し、小児については圏内で
４医療機関が対応しています（平成２２年９月現在）。

第二次救急医療機関では対応が難しい、生命の危
機がひっ迫している重篤患者を対象としています。
市内では、救命救急センターが設置されている獨
協医科大学越谷病院が該当します。

初期救急
医療

第二次救急
医療

第三次救急
医療

�越谷市医師会会長
藤田 安幸さん

小児夜間急患診療所
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声

救
急
患
者
の
約
6
割
は

初
期
救
急
医
療
対
象
患
者

市
立
病
院
は
二
次
救
急
医
療
機

関
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
本
来
、
入
院
治
療
を

行
う
必
要
の
あ
る
患
者
に
対
し
て

診
療
を
行
う
医
療
機
関
で
す
。

市
立
病
院
で
は
、
内
科
、
外
科
、

小
児
科
、
産
婦
人
科
、
脳
神
経
外

科
の
５
科
の
ほ
か
に
整
形
外
科
、

耳
鼻
科
、
泌
尿
器
科
、
皮
膚
科
の

中
で
１
科
を
加
え
た
６
診
療
科
で
、

各
科
１
名
の
医
師
が
入
院
患
者
の

病
状
管
理
と
救
急
患
者
の
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。
医
師
や
看
護
師

が
限
ら
れ
た
人
数
で
救
急
患
者
の

診
療
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

２１
年
度
の
救
急
外
来
で
受
診
し

た
患
者
は
、
約
１
万
６
０
０
０
人
。

こ
の
う
ち
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ

た
方
や
入
院
治
療
が
必
要
な
方
は
、

約
６
９
０
０
人
と
な
っ
て
お
り
、

全
体
の
約
４３
％
で
す
。
５７
％
の
患

者
は
、
入
院
治
療
が
必
要
の
な
い

初
期
救
急
医
療
対
象
の
患
者
と
診

断
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
二

次
救
急
医
療
機
関
で
あ
る
市
立
病

院
に
初
期
救
急
医
療
の
患
者
が
集

中
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

救
急
外
来
の
問
い
合
わ
せ

年
間
4
万
8
8
0
0
件

昨
年
度
、
市
立
病
院
の
救
急
外

来
へ
の
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
は
、

４
万
８
８
０
０
件
を
超
え
て
い
ま

す
。
２０
年
度
は
約
４
万
４
６
０
０

件
で
し
た
か
ら
、
４
０
０
０
件
以

上
増
え
て
い
ま
す
。
看
護
師
が
、

次
か
ら
次
に
か
か
っ
て
く
る
電
話

の
対
応
に
追
わ
れ
、
患
者
へ
の
対

応
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

受
診
希
望
の
内
容
は
「
２
〜
３

日
前
か
ら
熱
が
あ
る
」「
日
中
ほ

か
の
病
院
に
行
っ
た
が
良
く
な
ら

な
い
」
と
い
っ
た
も
の
も
多
く
あ

り
ま
す
。

電
話
が
深
夜
ま
で

鳴
り
続
け
る

こ
う
し
た
内
容
の
電
話
は
、
深

夜
ま
で
鳴
り
続
け
て
い
ま
す
。
限

ら
れ
た
数
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
で
対

応
し
て
い
る
救
急
の
現
場
で
は
、

電
話
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

救
急
外
来
に
は
、
い
つ
患
者
が

搬
送
さ
れ
て
く
る
か
分
か
り
ま
せ

こ
う
そ
く

ん
。
中
に
は
心
筋
梗
塞
で
緊
急
治

療
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な

ど
重
篤
の
患
者
も
い
ま
す
。

市
民
の
た
め
の
中
核
病
院
と
し

て
期
待
に
応
え
る
責
務
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
で
は
二
次
救
急
医
療

機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

懸
命
の
医
療
ス
タ
ッ
フ

市
立
病
院
で
は
、
ど
の
よ
う

な
診
療
科
目
で
も
救
急
で
診
て

く
れ
る
と
思
っ
て
い
る

方
が
い
ま
す
。「
市
立

病
院
な
の
に
な
ぜ
診
ら

れ
な
い
の
だ
」
と
お
叱

り
を
受
け
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
救

急
の
診
療
科
目
は
限
ら

れ
て
お
り
、
専
門
の
医

師
が
い
な
け
れ
ば
診
療

で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
来
院
の
際
に
は

電
話
で
の
確
認
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
医
師
も
看
護
師
も
限

ら
れ
た
人
数
で
、
懸
命
に
救
急

患
者
の
診
療
に
当
た
っ
て
い
ま

す
が
、
緊
急
手
術
を
行
っ
て
い

る
場
合
に
は
、
長
時
間
お
持
ち

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
人
命
救
助
が
第
一
で
す
の

で
、
重
症
患
者
か
ら
診
療
す
る

こ
と
が
原
則
で
す
。
ぜ
ひ
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

核
家
族
に
よ
っ
て
生
じ
る

両
親
の
不
安

「
夜
泣
き
が
や
ま
な
い
」
と

の
お
問
い
合
わ
せ
に
、「
抱
っ

こ
し
て
少
し
外
を
散
歩
し
て
み

て
は
ど
う
で
す
か
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

発
熱
し
た
と
き
は
、
体
の
冷
や

し
方
を
指
導
し
た
こ
と
も
…
…
。

ご
両
親
の
気
持
ち
を
察
し
て
、

で
き
る
だ
け
の
こ
と
を
行
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

以
前
な
ら
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
な
ど
子
育
て
経
験
者

が
ご
両
親
の
不
安
を
軽
減

さ
せ
て
く
れ
た
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
最
近
で
は

核
家
族
が
増
え
、
緊
急
時

に
誰
に
も
相
談
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
が
現
状
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
市

で
は
、
子
育
て
サ
ロ
ン
や

子
育
て
講
座
な
ど
、
親
同

士
の
交
流
や
育
児
不
安
を

相
談
で
き
る
場
が
あ
り
ま
す
。

情
報
交
換
が
い
つ
で
も
で
き
る

子
育
て
仲
間
を
作
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

心
な
い
言
動
が

看
護
師
の
ス
ト
レ
ス
に

「
今
す
ぐ
診
ろ
！
い
つ
ま
で

待
た
せ
る
ん
だ
」。
と
看
護
師

に
対
し
て
怒
鳴
る
患
者
さ
ん
も

少
な
か
ら
ず
い
ま
す
。
急
病
に

対
処
し
て
欲
し
い
と
い
う
気
持

ち
は
分
か
り
ま
す
が
、
看
護
職

は
女
性
が
多
く
、
正
直
、
恐
怖

を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

電
話
を
取
る
こ
と
が
怖
く
な
り
、

そ
の
ス
ト
レ
ス
で
看
護
師
を
続

け
る
の
が
辛
く
な
る
こ
と
も
あ

る
の
で
す
。

患
者
さ
ん
の
命
を
救
お
う
と
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
が
懸
命
に
心
肺

そ

せ
い

蘇
生
を
行
っ
て
い
る
と
き
、「
救

急
車
で
来
た
ん
だ
か
ら
早
く
診

察
し
ろ
！
」
と
来
院
し
た
方
に

怒
鳴
ら
れ
た
と
き
は
、
泣
き
た

く
な
り
ま
し
た
。

協
力
が
な
い
と

救
急
医
療
が
続
け
ら
れ
な
い

市
立
病
院
が
、
二
次
救
急
医

療
機
関
と
い
う
こ
と
を
市
民
の

皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
患
者
さ
ん

に
と
っ
て
は
、
病
気
は
一
大
事

で
す
し
、緊
急
の
事
態
で
す
。ま

た
、病
状
か
ら
入
院
治
療
を
要
す

る
も
の
か
分
か
ら
な
い
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
電
話
で
お

聴
き
す
る
病
状
か
ら
、
医
師
の

指
示
を
受
け
て
、
看
護
師
か
ら

翌
日
の
受
診
を
お
勧
め
し
た
り
、

当
番
医
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

救
急
医
療
を
続
け
る
た
め
に
、

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

救急医療について考える特集

特集 救急医療について考える

市市市市市市市市市市市市市市市市立立立立立立立立立立立立立立立立病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院かかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららら見見見見見見見見見見見見見見見見たたたたたたたたたたたたたたたた救救救救救救救救救救救救救救救救急急急急急急急急急急急急急急急急医医医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療療療のののののののののののののののの現現現現現現現現現現現現現現現現状状状状状状状状状状状状状状状状
救救急急外外来来でで約約１１万万６６００００００人人がが受受診診、、問問いい合合わわせせのの電電話話はは約約４４万万８８８８００００件件。。
第第二二次次救救急急医医療療機機関関ととししてて急急患患のの診診療療にに当当たたるる市市立立病病院院。。実実態態はは軽軽症症
のの患患者者もも受受けけ入入れれつつつつ、、心心肺肺停停止止とといいっったた三三次次救救急急医医療療ににもも対対応応せせざざ
るるをを得得なないい状状況況ととななっってていいまますす。。

市立病院の救急医療体制

市立病院では、次の体制で夜間の救急
患者さんの診療に当たっています。

内科、外科、小児科、脳神経外科、
産婦人科、連合（整形外科、耳鼻
科、泌尿器科、皮膚科のうち１科
が交代）
上記の診療科各１名の医師が当直して
います。しかし、当直医がすべての診療
ができるわけではありません。また、緊
急手術などを行っていることもあり、お
待たせする場合がありますのでご理解く
ださい。

脳卒中ケアユニットを開設
２４時間体制で脳卒中を治療

脳卒中ケアユニットは、急性期の脳血

管障害（脳梗塞・脳出血・くも膜下出血

など）の患者を受け入れる専門病床のこ

とで、本年７月、市立病院６階に３病床

設置しました。
こうそく

脳梗塞発症後３時間以内の患者に血栓

溶解療法を行っています。血管に詰まっ

た血の塊（血栓）を、薬で溶かしてしま

うという方法で、高い治療効果が期待さ

れます。

ここでは、脳卒中の専門知識を持つ医

師、看護師、リハビリテーション技師ら

の専門チームが２４時間体制で集中的に治

療に当たっています。

救急医療の現場から

看護師の

市立病院救急外来
岩城行子 看護師長

市立病院救急外来
上原由美子 看護師長

急急なな発発病病のの際際ににはは
ままずずははかかかかりりつつけけ医医ににごご相相談談をを
かかりつけ医とは、あなたの健康状態を
熟知し、総合的な健康管理をしてくれる身
近な医師や医療機関です。
持病や体質などをよく知っているかかり
つけ医がいれば、いざというとき適切な診
療を受けることができます。急な発病のと
きは、まずは信頼できるかかりつけ医にご
相談ください。症状によって専門医を紹介
します。かかりつけ医と高度医療機関とが
連携する病診連携も進められています。
休日や夜間など、かかりつけ医が不在の
ときは、当番医や小児であれば小児夜間急
患診療所をご利用ください。
もちろん、症状が重篤の場合は、直ちに
救急医療機関を受診ください。
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救
急
医
療
の
現
場
で

何
が
起
き
て
い
る
の
か

市
民
の
生
活
様
式
が
変
化
し
て

い
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
２４

時
間
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
医
療
に
つ
い
て
も
病
状
に
か

か
わ
ら
ず
２４
時
間
体
制
で
診
て
く

れ
る
も
の
だ
と
い
っ
た
、
患
者
の

意
識
の
変
化
も
み
ら
れ
ま
す
。

「
夜
間
だ
け
で
な
く
、
朝
、
７

時
に
な
る
と
電
話
が
鳴
り
始
め
ま

す
。『
会
社
に
行
く
前
に
診
て
く

れ
』『
会
社
を
休
め
な
い
か
ら
救

急
な
ら
医
者
が
い
る
だ
ろ
う
』
と

い
う
患
者
さ
ん
も
い
ま
す
。
８
時

３０
分
か
ら
通
常
診
察
の
受
付
が
始

ま
り
ま
す
の
で
と
、
説
明
す
る
の

で
す
が
、
お
怒
り
に
な
る
方
も
い

ま
す
」（
看
護
師
）。

救
急
車
を
呼
ん
だ
の
に

な
か
な
か
発
車
し
な
い

救
急
車
を
呼
ん
で
も
、
搬
送
先

が
決
ま
ら
ず
、
な
か
な
か
発
車
し

な
い
の
で
、
不
安
だ
、
と
い
っ
た

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

消
防
本
部
救
急
隊
も
懸
命
に
搬

送
先
を
探
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

救
急
の
現
場
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

症
状
の
患
者
の
対
応
に
追
わ
れ
、

本
当
に
救
急
医
療
を
求
め
て
い
る

患
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
困
難

な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
立
病
院
で
は
、
越
谷
市
消
防

本
部
の
救
急
搬
送
患
者
の
３
割
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
二
次
救
急

医
療
圏
に
今
年
か
ら
春
日
部
市
を

加
え
た
６
市
１
町
の
救
急
患
者
を

受
け
入
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

市
立
病
院
は
、
市
民
の
た
め
の

基
幹
病
院
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

休
日
当
番
医
は
、
広
報
こ
し

が
や
お
知
ら
せ
版
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
一
部
の
新
聞
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
市
で

は
、
メ
ー
ル
配
信
に
よ
る
休
日

当
番
医
の
情
報
提
供
も
行
っ
て

い
ま
す
。
登
録
者
の
携
帯
電
話

（
パ
ソ
コ
ン
も
可
）
に
情
報
を

配
信
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
登
録
で
き
ま
す

の
で
、
次
の
要
領
で
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。

登
録
方
法
は
、
掲
載
し
て
い

る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
携
帯
電
話
で

読
み
取
っ
て
く
だ
さ
い
（
パ
ソ

コ
ン
へ
の
登
録
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

登
録
は
無
料（
通
信
料
は
別
途
）。

次
の
３
つ
の
種
類
の
う
ち
必

要
な
情
報
を
登
録
し
ま
す
。
必

要
な
情
報
が
市
か
ら
メ
ー
ル
配

信
さ
れ
ま
す
。

�
子
育
て
メ
ー
ル
（
休
日
当
番

医
）、
�
市
政
・
イ
ベ
ン
ト
情

報
メ
ー
ル
（
各
種
市
政
情
報
、

イ
ベ
ン
ト
情
報
）、
�
災
害
・

防
犯
・
防
災
行
政
無
線
メ
ー
ル

（
迷
い
人
、
不
審
者
情
報
、
防

災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
）

問
合
せ

広
報
広
聴
課

�
９
６
３
�
９
１
１
７

救急医療について考える特集

備 考

第３日曜は休診

第２・４日曜は休診

第２・４日曜は休診

毎日診療（３６５日）

完全予約制

当日担当医の専門外に
ついては応急処置、他
医紹介等になります。

第２・４日曜は休診

診療科目

内・小

内・小・リハ

小・内

脳・神内

産婦

内・胃・外・肛

内・皮

整・内

内・小

内・小・皮・神内

小

小・内・皮・ア

整・皮・内・リハ

産婦（生殖医療・
不妊医療）

美・形・皮

小・ア（小児のみ）

内

内・外・整

眼

内・糖内

内・循・呼・糖内・
ア

皮膚・美皮

耳

内・外（内視鏡）・小

小外・外・小・内
胃・皮・形

眼

眼

受付時間

１０：００～１２：００

９：００～１３：００

９：００～１２：００
１５：００～１８：００

９：００～１２：００

１４：００～１７：００

９：００～１２：３０

９：００～１３：００

９：００～１２：００

９：００～１２：３０

８：３０～１２：００

１９：３０～２２：３０

９：００～１１：４５
１４：００～１６：４５
８：３０～１１：３０
１３：００～１５：３０

１０：００～１１：３０

１０：００～１９：００

８：３０～１１：３０
１４：００～１６：００

８：４５～１２：３０

９：３０～１２：００

１０：００～１２：３０
１４：００～１８：３０

１０：００～１４：００

１０：００～１２：４５
１４：３０～１８：４５
１０：１５～１２：４５
１４：３０～１８：４５
８：４５～１１：３０
１４：４５～１７：３０

９：００～１３：００

９：００～１３：００

１１：００～１３：３０
１５：００～１７：３０
１０：００～１２：３０
１４：００～１８：００

所 在 地

大泊７９３－５

千間台東１－９－１

平方１９７３－１

船渡１１７－１

弥栄町４－１－１３７

東越谷７－３－２

千間台西１－６７ 駅ビル５F

袋山１３６１－８

袋山２０４５－１

袋山２０４８－１

神明町２－６０－１

蒲生西町２－１７－９

南越谷１－４－６３

南越谷１－２２－５
ノーブルクロス�－２F
南越谷１－１２－１１
イーストサンビル３F

南越谷４－１２－２３

七左町１－３０４－１

赤山町５－１０－１８

東町２－８
イオンレイクタウンmori １F
東町２－８
イオンレイクタウンmori １F
東町２－８
イオンレイクタウンmori ２F
東町２－８
イオンレイクタウンmori ２F

北越谷２－１９－５

赤山町２－２３５－１

赤山本町１０－１６
モンテルージュ１F
越ヶ谷１－１５－１
池松ビル２F

弥生町１４－２０ 木田ビル３F

電話番号

９７８－６３２３

９７８－１７８１

９７６－８１１１

９７１－３３６６

９７４－００５１

９６５－７１００

９７８－１１１３

９７７－０１２３

９７７－１２３４

９７０－７７７０

９６０－１１００
（１９：３０～２３：００）

９８５－５８２８

９８７－２８１１

９６７－３１２２

０１２０
７５７－７７８

９８８－９９３９

９９０－０７７７

９６４－７３７７

９８８－７２４５

９６７－５０１２

９９０－３２３５

９８８－７６０９

９７１－４９３３

９６２－１５１７

９６０－５３８０

９６６－７９４６

９６６－８３０３

医療機関名

大泊クリニック

遠藤クリニック

一番ヶ瀬医院

新世紀脳神経外科

産婦人科峯クリニック

市川胃腸科外科病院

駅ビル医院「せんげん台」

山口整形外科・
内科クリニック

大袋医院

しもかわクリニック

越谷市小児夜間急患診療所

トミタ診療所

南越谷病院

ゆうレディースクリニック

赤坂ティアラクリニック
越谷院

秋山小児科医院

南越谷健身会クリニック

十全病院

レイクタウン眼科

越谷レイクタウン内科

おだやかライフ内科
クリニック

レイクタウンクリニック

青木産婦人科耳鼻咽喉科
心療内科

きたずみ内科クリニック

越谷ふれあいクリニック

新林眼科

さくら眼科

地区

桜
井

新
方
増林

大

袋

出羽

蒲

生

南
越
谷

大
相
模

北越谷

越
ヶ
谷

平成２２年４月２１日現在【地区別】※事前に医療機関へ電話連絡のうえ、受診してください。

初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急ははははははははははははははははははははここここここここここここここここここここちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちららららららららららららららららららららへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ

日曜日に診療を行っている医療機関一覧
日曜日、急に病気になったとき、救急医療でなくても診療を行っている医療機関が市内には数多くあります。

いざというときのためにぜひご活用ください。
＊土曜日については多くの医療機関で診療を行っていますので、直接各医療機関にお問い合わせください。また、日曜日・祝
日に診療を行っている歯科は市ホームページでご覧いただけます

内…内科 外…外科 小…小児科 小外…小児外科 整…整形外科 形…形成外科
胃…胃腸科 耳…耳鼻咽喉科 神内…神経内科 皮…皮膚科 脳…脳神経外科 婦…婦人科
ア…アレルギー科 肛…肛門科 リハ…リハビリテーション科 糖内…糖尿病内科 呼…呼吸器科
循…循環器科 眼…眼科 美…美容外科

診療科目

の 略 称
救救急急外外来来をを受受診診すするる

際際ににはは……
必ず受診の前に電話連絡をお願いします。

市立病院：�965-2221（代表）
（代表番号をダイヤル後、「救急外来」へ
つなぐよう伝えてください）

事前に電話をいただければ、緊急性などを判断
して対応することができます。
お子さんの急な発熱などのときには、ご家庭で

の対処法などを助言します。なお、担当医が緊急
の手術や重症患者の治療中などで救急外来での診
察ができない場合には、ほかの医療機関を紹介す
ることがあります。
電話では次のことを伝えてください。
�名前（住所）
�年齢、生年月日、性別
�診察券の番号
（お持ちの方）
�症状
持ち物
�健康保険証等
（コピーは不可）
�診察カード（お持ちの方）
�紹介状（他の医療機関から紹介の場合）
�現在服薬中の薬がある方はその薬

救急外来受診の注意点
�原則、来院された順に診察しますが、患者さんの
症状により順番が変わる場合があります。救急外
来はあくまでも急に状態が悪くなった患者さんを
対象としています。重症の患者さんを優先します
ので、比較的症状の軽い患者さんには状況によっ
て長い時間お待ちいただくことがあります。
�救急外来では当番医が診察していますので、専門
的な検査や治療に対応できない場合があります。
専門的な医師による検査や診察をご希望される方
は、平日の外来診察時間内の受診をおすすめします。
�診療時間や健康診断など救急診療に関連のない事
項については、平日午後４時までにお問い合わせ
ください。

休日当番医の情報

携携帯帯電電話話へへ
メメーールル配配信信

市立病院に救急搬送する救急隊員。昨年の越
谷市消防本部の救急搬送は約１００００件、この
うち３割を市立病院で受け入れています。

10

広報こしがや季刊版●平成２２年秋号
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特集特特集集
子
ど
も
の
笑
顔
を
親
が
奪
う

不
幸
を
な
く
す
た
め
に

児
童
に
は
、
心
身
と
も
に
健
や

か
に
生
活
す
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

例
え
、
親
で
あ
っ
て
も
そ
れ
を
侵

害
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
児
童
虐
待
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

昨
年
（
平
成
２１
年
度
）、
県
内
７

カ
所
に
あ
る
児
童
相
談
所
に
寄
せ

ら
れ
た
虐
待
相
談
は
２
６
６
５
件
。

そ
の
う
ち
越
谷
児
童
相
談
所
に
寄

せ
ら
れ
た
市
内
の
虐
待
相
談
は
１

１
４
件
で
す
。

虐
待
の
原
因
と
し
て
は
、
子
育

て
に
悩
む
親
（
保
護
者
）
の
孤
立

化
、
生
活
困
窮
、
個
人
主
義
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
親
自

身
が
過
去
に
受
け
た
虐
待
の
経
験

も
児
童
虐
待
を
引
き
起
こ
す
原
因

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

虐
待
を
防
ぐ
た
め
の

行
政
機
関

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
を

図
る
た
め
、
国
や
地
方
公
共
団
体

は
、
必
要
な
措
置
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
児
童
福
祉
課
に
専
門

職
員
（
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
）
を
置

き
、
児
童
虐
待
に
つ
い
て
の
通
報

（
相
談
）
を
受
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
に
は
埼
玉
県
の
機

関
で
あ
る
越
谷
児
童
相
談
所
（
越

谷
市
・
春
日
部
市
・
幸
手
市
・
宮

代
町
・
杉
戸
町
・
松
伏
町
を
管
轄
）

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
専
門

知
識
の
あ
る
児
童
福
祉
司
を
置
い

て
、
児
童
虐
待
の
通
報
（
相
談
）

を
受
け
て
い
ま
す
。
児
童
相
談
所

で
は
、
身
体
の
虐
待
や
育
児
放
棄

な
ど
子
ど
も
の
生
命
に
危
険
が
あ

る
場
合
に
、
保
護
者
と
子
ど
も
を

隔
離
し
、
子
ど
も
の
一
時
保
護
に

踏
み
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

虐
待
は
ど
の
よ
う
に

発
見
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か

虐
待
が
疑
わ
れ
る
例
と
し
て
、

▽
い
つ
も
泣
き
声
が
す
る

▽
あ
ざ
や
傷
が
多
い

▽
衣
服
や
体
が
極
端
に
汚
れ
て
い

るな
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

虐
待
の
疑
い
の
通
報
（
相
談
）

経
路
は
、
家
庭
・
親
戚
と
近
隣
知

人
が
一
番
多
く
、
全
体
の
５
割
を

占
め
ま
す
（
２１
年
度
越
谷
児
童
相

談
所
の
虐
待
相
談
の
割
合
）。

あ
な
た
の
通
報
が
、

親
と
子
を
救
う

児
童
虐
待
は
、
家
庭
の
中
で
行

わ
れ
る
た
め
に
発
見
が
難
し
く
、

さ
ら
に
虐
待
者
が
親
で
あ
る
た
め

に
、
子
ど
も
が
逃
げ
た
り
救
い
を

求
め
る
こ
と
が
困
難
で
す
。「
も

し
か
し
て
虐
待
」
と
思
っ
た
ら
市

役
所
児
童
福
祉
課
、
越
谷
児
童
相

談
所
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

通
報
は
子
ど
も
を
守
り
、
虐
待

し
て
し
ま
う
親
を
救
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
通
報
し
た
方
の

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

通
報
を
受
け
た
市
や
児
童
相
談

所
は
、
通
報
か
ら
４８
時
間
以
内
に
、

家
庭
訪
問
を
行
い
ま
す
。

訪
問
し
た
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
、

子
ど
も
の
安
全
確
認
と
保
護
者
か

ら
の
事
情
聴
取
を
行
い
、
必
要
に

応
じ
て
指
導
や
相
談
、
支
援
を
行

い
ま
す
。

市
内
機
関
が
連
携

市
で
は
、
児
童
虐
待
を
防
ぐ
た

め
、
子
ど
も
と
関
係
す
る
機
関
・

団
体
（
越
谷
市
医
師
会
・
越
谷
児

童
相
談
所
・
越
谷
警
察
署
・
越
谷

市
教
育
委
員
会
な
ど
）
で
「
越
谷

市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
」
を
平
成
１７
年
１０
月
に
設
置
し
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
て

い
ま
す
。

子
育
て
に
つ
い
て
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い

虐
待
の
原
因
の
ひ
と
つ
が
、
子

育
て
に
悩
む
親
の
孤
立
化
で
す
。

核
家
族
化
が
進
み
、
子
育
て
の

悩
み
を
ひ
と
り
で
抱
え
込
ん
で
し

ま
う
親
が
増
え
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
専
任
の
保
育
士
が

子
育
て
講
座
や
相
談
な
ど
を
行
う

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
親

同
士
が
子
ど
も
を
連
れ
て
交
流
し

た
り
子
育
て
経
験
の
あ
る
相
談
員

に
相
談
で
き
る
越
谷
市
子
育
て
サ

ロ
ン
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
児
童

館
に
設
置
さ
れ
た
子
ど
も
家
庭
相

談
室
や
駅
前
に
設
置
さ
れ
た
保
育

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
も
相
談
が

で
き
ま
す
（
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
市
民
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）。
子
育
て
の
疑

問
や
悩
み
な
ど
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

暴
力
だ
け
で
は
な
い

児
童
虐
待

児
童
虐
待
は
１８
歳
未
満
の
児
童

へ
の
虐
待
行
為
の
こ
と
で
、
４
つ

に
分
類
さ
れ
ま
す
。

�
身
体
的
虐
待
…
殴
る
、
け
る
な

ど
の
行
為
。

�
性
的
虐
待
…
性
交
を
強
要
す
る
、

ポ
ル
ノ
の
被
写
体
に
す
る
な
ど

の
行
為
。

�
育
児
放
棄
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）
…

食
事
を
与
え
な
い
、
家
に
閉
じ

こ
め
る
な
ど
の
行
為
。

�
心
理
的
虐
待
…
「
産
む
ん
じ
ゃ

な
か
っ
た
」
な
ど
の
ひ
ど
い
言

葉
で
傷
つ
け
る
、ほ
か
の
兄
弟
・

姉
妹
と
差
別
す
る
な
ど
。
ま
た
、

子
ど
も
の
前
で
夫
や
パ
ー
ト
ナ

ー
が
そ
の
相
手
に
暴
力
を
ふ
る

う
行
為
。

虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
に
大
き

な
傷
を
残
し
ま
す
。

子
ど
も
が
心
身
と
も
に
健
や
か

に
育
つ
た
め
に
、
親
と
し
て
十
分

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●特集

子
ど
も
の
笑
顔
を
親
が
奪
う

不
幸
を
な
く
す
た
め
に

〜
社
会
全
体
で
取
り
組
む
児
童
虐
待
防
止
〜

わが子への暴行、育児放棄など、児童虐待による悲しい事件が報道され

ています。子育てに悩み孤立化する親、夫婦間のストレス、経済的な困窮

など、さまざまな原因があげられます。子どもには、心身ともに健やかな

生活を送る権利があります。その権利を侵すことは、親であっても許され

ません。しかし、親の責任を追及するだけでは、虐待を防止することが困

難になっています。虐待防止は、社会全体で取り組む課題へと変わってき

ました。 問合せ 児童福祉課�963－9172

越谷児童相談所から
越谷児童相談所
恩間４０２－１ �975－4152

地域で見守る
子どもの笑顔

越谷児童相談所
所長 田口 伸さん

越谷児童相談所における児童虐待の相談受付
件数は、今年度は８月までの５カ月間で２２４件
となり、前年の同じ時期１６２件と比べ３８％の増
となっています。近隣からの通報も増えており、
社会的な関心の高まりを感じます。
虐待は心身両面で子どもの発達に深刻な影響

を与えます。早期の発見と対応が重要です。
児童相談所では、子どもの安全を確保するた

めに必要な場合は一時保護を行います。その上
で、保護者と話し合いながら子どもにとって最
も良いことはどうすることかを考えていきます。
また、家庭で再び生活できるように市などの

関係機関と連携して支援を行っています。
子どもの心の成長には保護者だけでなくいろ

いろな方が係わることが有益と考えます。皆さ
ん一人ひとりが地域の子どもたちに関心を持っ
ていただくことが虐待の未然防止にもつながり
ます。
子育てで不安や悩みを抱える方、また、気に

なる様子の子どもがいるといった場合には、市
の身近な機関や児童相談所にご相談ください。

市内の子育て支援施設
業務時間や休日等詳しくは各施設へ

■越谷市子育てサロン
＊相談の際は事前に連絡のうえ各施設へ
ヴァリエ内（南越谷） �９６１－３６２３
住まいの情報館内（大吉）

�９７３－６１３３
つどいの広場はぐはぐ（東越谷）

�０８０－２０５５－２０９２

�～�の施設は電話相談も受け付けます
�地域子育て支援センター
おひさまの子（東越谷） �９６０－５６００
にこにこ（北川崎） �９７０－５５８１
すくすく（七左町） �９９０－５００３
たけのこ（大竹） �９７７－５３１１
げんき（大成町） �９８８－０８６３
きらきら（谷中町） �９７２－６０２８
森のひろば（七左町） �９９３－４１５４

�保育ステーション
南越谷保育ステーション
（新越谷駅東口前） �９８７－６３００
北越谷保育ステーション
（北越谷駅東口前） �９７０－８２００
�子ども家庭相談室
児童館コスモス（千間台東）

�９７８－１５１５
児童館ヒマワリ（蒲生旭町）

�９８６－３７１５
�家庭児童相談室
中央市民会館内 �９６４－２１１１

（内線２８３６）

虐待に関する通報（相談）はこちらへ
�越谷市児童福祉課 �963－9172
（月曜～金曜日、８：３０～１７：１５）

�埼玉県越谷児童相談所 �975－4152
（月曜～金曜日、８：３０～１８：１５）
�埼玉県休日夜間児童虐待通報ダイヤル

�048－779－1154
（月曜～金曜日の１８：１５～８：３０、

土曜・日曜、祝日は２４時間受け付け）
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越
谷
ア
リ
タ
キ
植
物
園
が

越
谷
ア
リ
タ
キ
植
物
園
が

越越
谷谷
アア
リリ
タタ
キキ
植植
物物
園園
がが

月
か
ら
開
園

月
か
ら
開
園

月月
かか
らら
開開
園園

１０１０１１００
故
有
瀧
氏
が

ア
リ
タ
キ
ア
ー
ボ
レ
ー

タ
ム
を
開
園

植
物
園
の
歴
史
は
、
明
治
３１
年
、

あ
り
た
き

有
瀧
平
太
郎
さ
ん
が
私
有
地
（
約

３
３
０
０
平
方
�
）
に
松
・
竹
・

梅
な
ど
の
植
物
を
植
え
、「
松
花

園
」
と
名
づ
け
た
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
す
。

昭
和
２
年
に
、
有
瀧
平
太
郎
さ

ん
の
子
息
で
植
物
学
者
で
あ
る
有

た
つ

お

瀧
龍
雄
さ
ん
が
、
隣
接
地
を
含
む

土
地
を
「
ア
リ
タ
キ
ア
ー
ボ
レ
ー

タ
ム
」
と
名
づ
け
、
植
物
研
究
用

と
し
て
、
国
内
外
か
ら
温
帯
の
樹

木
（
ラ
ク
ウ
シ
ョ
ウ
、
シ
ナ
サ
ワ

グ
ル
ミ
な
ど
）
を
中
心
に
収
集
を

し
ゅ
び
ょ
う

始
め
ま
し
た
。
ま
た
、種
苗
交
換

な
ど
で
樹
種
も
増
え
、
裸
子
植
物

が
６６
種
、
被
子
植
物
が
４
２
２
種

に
ま
で
増
え
た
と
さ
れ
て
い
ま
す

（
ア
リ
タ
キ
ア
ー
ボ
レ
ー
タ
ム
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
よ
り
）。
有
瀧
龍
雄

さ
ん
は
、
力
強
さ
を
感
じ
さ
せ
る

巨
木
を
特
に
好
ん
だ
た
め
、
園
内

で
は
巨
木
が
目
を
引
き
ま
す
。

昭
和
４１
年
に
は
、
博
物
館
相
当

施
設
と
し
て
文
部
省
（
当
時
）
の

指
定
を
受
け
、
昭
和
４４
年
度
か
ら

一
般
公
開
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の

後
、
平
成
９
年
ご
ろ
ま
で
開
園
し
、

全
国
か
ら
植
物
研
究
者
・
愛
好
家
、

学
生
な
ど
多
く
の
方
が
見
学
に
訪

れ
て
い
ま
し
た
。

＊
ア
ー
ボ
レ
ー
タ
ム
と
は
樹
木
園

の
こ
と

遺
言
に
よ
り
市
へ

平
成
１３
年
１０
月
、
有
瀧
龍
雄
さ

ん
の
逝
去
後
、
遺
言
に
よ
り
、
ア

リ
タ
キ
ア
ー
ボ
レ
ー
タ
ム
は
平
成

１４
年
８
月
に
遺
族
か
ら
市
に
遺
贈

さ
れ
ま
し
た
。

再
生
に
向
け
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍

し
ば
ら
く
閉
園
さ
れ
て
い
た
た

め
、
園
内
は
野
草
や
竹
が
生
い
茂

り
、
植
物
名
の
表
示
板
も
古
く
文

字
が
読
み
取
れ
な
い
状
態
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
市
内
の
自
然
保
護

団
体
の
埼
玉
県
東
部
自
然
観
察
会

（
代
表
�
松
田
好
行
会
長
）
が
市

か
ら
委
託
を
受
け
、
平
成
１７
年
か

ら
月
２
回
、
園
内
の
雑
草
を
除
去

し
、
通
り
道
を
つ
く
る
ほ
か
、
植

物
の
名
前
の
調
査
を
始
め
ま
し
た
。

調
査
で
は
、
約
３
０
０
種
、
約
１

２
０
０
本
の
樹
木
が
確
認
さ
れ
、

確
認
さ
れ
た
樹
木
に
は
、
新
し
い

表
示
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ

う
し
た
市
民
の
方
の
地
道
な
活
動

に
よ
り
、
園
内
が
息
を
吹
き
返
し

て
き
ま
し
た
。

越
谷
ア
リ
タ
キ
植
物
園

と
し
て
再
ス
タ
ー
ト

平
成
２１
年
度
、
市
が
管
理
棟
な

ど
施
設
の
整
備
を
行
い
、
平
成
２２

年
１０
月
に
、
有
瀧
さ
ん
の
遺
志
を

受
け
継
ぎ
、
市
民
の
方
が
植
物
と

親
し
め
る
場
所
と
し
て
越
谷
ア
リ

タ
キ
植
物
園
が
開
園
し
ま
し
た
。

越
谷
ア
リ
タ
キ
植
物
園
は
、
開

園
後
も
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
手
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
埼
玉
県
東
部
自
然
観
察
会

の
方
を
は
じ
め
、
市
の
公
募
で
集

ま
っ
た
約
７０
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
が
、
園
内
の
清
掃
や
除
草
、

来
園
者
へ
の
案
内
役
な
ど
を
担
っ

て
い
ま
す
。

植物園のご案内
施 設 名：越谷アリタキ植物園

越ヶ谷２５６３－１（久伊豆神社の参道そば）
�963－9225（市役所公園緑地課）

開園時間：１０月１日～３月３１日…９：００～１６：００（入園は１５：３０まで）
４月１日～９月３０日…９：００～１７：００（入園は１６：３０まで）

休 園 日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌開園日）
年 末 年 始（１２月２９日～１月４日）

園内面積：約７２００�
＊駐車場はありません

園
内
の
ご
案
内

（
主
な
樹
木
）

市市
内内
にに
名名
所所
がが
まま
たた
ひひ
とと
つつ

１０
月
１
日
、
久
伊
豆
神
社
と
天
嶽
寺
に
囲
ま
れ
た
緑
の
森
公

園
内
に
越
谷
ア
リ
タ
キ
植
物
園
が
開
園
し
ま
し
た
。
約
７
２
０

０
平
方
�
の
園
内
に
は
、
市
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
「
ラ
ク
ウ
シ
ョ
ウ
」
や
幹
周
り
が
４
�
以
上
あ
る
巨
樹
が
あ

り
ま
す
。
今
特
集
で
は
、
植
物
園
の
紹
介
と
開
園
ま
で
の
沿
革
、

そ
し
て
植
物
園
開
園
に
向
け
た
市
民
の
方
の
活
躍
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

問
合
せ

公
園
緑
地
課
�
９
６
３
�
９
２
２
５

１１
００
００
年年
以以
上上
前前
かか
らら
、、

受受
けけ
継継
がが
れれ
てて
きき
たた
植植
物物
園園

有瀧 龍雄さん
（１９０４－２００１）

有瀧龍雄さんは、越
ヶ谷高校で生物を教え
るかたわら植物の研究
を続け、日本植物園協
会や園芸文化協会のほ
か、越谷市文化財調査
委員会の委員長として
活躍。

受受受受受受受受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけけけけけけけけ継継継継継継継継継継継継継継継継継継ががががががががががががががががががれれれれれれれれれれれれれれれれれれててててててててててててててててててききききききききききききききききききたたたたたたたたたたたたたたたたたた植植植植植植植植植植植植植植植植植植物物物物物物物物物物物物物物物物物物園園園園園園園園園園園園園園園園園園
をををををををををををををををををを越越越越越越越越越越越越越越越越越越谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷のののののののののののののののののの誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇りりりりりりりりりりりりりりりりりりにににににににににににににににににに。。。。。。。。。。。。。。。。。。

埼玉県東部自然観察会会長

松田 好行さん
植物園再生までの道のりは、平たんなもので
はありませんでした。
市から委託され調査を始めましたが、下草の
除去や品種が不明な植物の確認に多くの時間を
費やしました。調査を終了し、樹木に表示板を
設置するまでには、２年以上を費やしています。
しかし、困難な作業の中でも、希望を感じる
ことがありました。調査中、通りすがりの方か
ら植物について尋ねられ、園内の植物について
説明をすると、皆さん熱心に聞き入ってくれ、
その反応を見るたび、この植物園は必ず市民の
宝になると感じました。
この植物園は、１００年以上も前から受け継が
れてきたものであり、また、国内外から集めた
貴重な植物が存在すること、そして市街地の中
心に位置するという恵まれた環境があります。
ぜひ、市民の皆さんに見学していただき、こ
の植物園を誇りに思って欲しいです。
いつか、この植物園が市の自然のシンボルに
なるとうれしいですね。

周辺地図

�
市
の
天
然
記
念
物「
ラ
ク
ウ
シ
ョ
ウ
」。

膝
根
（
し
っ
こ
ん
）
と
呼
ば
れ
る
呼

吸
根
を
地
上
に
出
し
ま
す

�
園
内
最
大
の
巨
樹「
シ
ナ
サ
ワ
グ
ル
ミ
」。

幹
周
り
が
４
・
２
�
あ
り
ま
す

開園に向け、園内通路を清掃するボラン
ティアの皆さん 14
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※1

越谷市越谷市  越谷市 

埼玉県 埼玉県 
小鹿野町 小鹿野町 

国民宿舎

市市民民のの皆皆ささんんのの保保養養所所

りょう かみ そう

※1

※2

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

越谷市民越谷市民越越谷谷市市民民
割引き割引き割割引引きき 泊まれる保養所泊まれる保養所泊泊ままれれるる保保養養所所

※2

市では、平成２０年４月から、小鹿野町営
の国民宿舎「両神荘」を保養所として市民
の皆さんにご利用いただいています。花め
ぐりにハイキング、川遊び、紅葉に味覚狩
りなど、一年を通じて多くの自然とふれあ
える場があります。ぜひ、ご家族やお友達
と訪れてみてはいかがでしょうか？

だと

で があるよ

そこって、

パパママ応援ショ
ップ加盟店だから、
優待カードの提示でさ
らに割引きだって
（例外あり）

そそれれっっててどどここ？？

どどここ？？

両神荘ってどんなところ？
所 在 地 埼玉県秩父郡小鹿野町両神小森７０７
主要施設 和室３６室、洋室４室、大浴場、かけ流し

露天風呂（ひのき風呂、岩風呂）、宴会場、
会議室、体育館

料 金 （１泊２食付／大人１人）
平 日：7,875円～10,500円
休前日等：8,925円～11,550円
＊別途入湯税１５０円
＊幼児、小学生料金あり（３歳未満は無料）

予 約 ６カ月前の１日から受け付けます
オンライン：両神荘ホームページ
（http : //www.ryokamiso-saitama.jp）から２４時間受け付けます
電 話 予 約：８：００～２１：００に両神荘へ
＊ただし、宿泊当日の予約は電話のみ受け付け

手 続 き 予約時に越谷市民であることを伝え、宿泊時に証明できるもの（運転免許証・
健康保険証等）を提示してください

問 国民宿舎「両神荘」�0494－79－1221

そうそう、

夕食は地元素材に
こだわったお料理！

この料金から、
越谷市民の方は

１人１泊２，０００円
の割引き
を受けられます

交 通

西武秩父線「西武秩父駅」
または

秩父鉄道「三峰口駅」から
▼

「小鹿野町役場」行きバスで
「薬師堂」下車

▼
徒歩３分

＊周辺の地図は予約をされた方
へ郵送しています

周周辺辺観観光光
ここれれかかららのの季季節節のの見見どどこころろ

まるがみ

丸神の滝�
（車で３０分）
紅葉の見ごろは
１０月下旬

あ ず ま や さん

�四阿屋山
春を告げる
福寿草
（２月下旬～

３月中旬）

問 小鹿野町産業観光課
�0494－79－1100

越越谷谷市市国国民民健健康康保保険険（（後後期期高高齢齢者者医医療療対対象象者者をを含含むむ））
にに加加入入のの方方ははささららにに……
国民健康保険宿泊助成制度を利用すると

１泊につき大人2,500円・子ども1,500円の割引きがあります。
宿泊時に証明書を受け取り、下記へ申請してください。

問 越谷市国民健康保険課給付係（本庁舎１階）�963－9154

しかも、

100％天然温泉
（加温）のかけ流し露天
風呂があるのよね

国保加入者は、さらに
割引きになるしね！

�
ふ
る
さ
と
料
理

「
お
が
の
四
季
の
膳
」

�
ぬ
る
り
と
し
た
肌
触

り
の
両
神
温
泉
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てて

まま
るる

挫
折
が
生
ん
だ

漫
画
家
デ
ビ
ュ
ー

「
こ
こ
に
は
も
う
来
な
い
方
が
い
い
、

来
て
も
プ
ロ
に
は
な
れ
な
い
か
ら
」
と
、

手
丸
さ
ん
の
作
品
を
読
ん
だ
編
集
長
か

ら
の
ひ
と
言
。
こ
の
と
き
、
手
丸
さ
ん

は
２２
歳
。
美
術
の
専
門
学
校
を
卒
業
後
、

漫
画
家
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
そ
う

と
、
某
出
版
社
の
雑
誌
編
集
部
へ
通
い
、

作
品
の
持
ち
込
み
を
し
て
い
ま
し
た
。

「
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
あ
の
日
は
大
雪

で
し
た
が
、
ど
う
や
っ
て
家
に
帰
っ
た

の
か
も
覚
え
て
い
な
い
く
ら
い
…
」

１
週
間
ほ
ど
悩
ん
だ
末
、
漫
画
家
を
あ

き
ら
め
て
新
聞
社
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ

ー
に
な
る
決
心
を
し
、
作
品
を
持
っ
て

面
接
に
行
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
…
。

「『
う
ち
の
会
社
に
は
入
ら
な
い
方
が

い
い
』
と
、
ま
た
同
じ
こ
と
を
言
わ
れ

た
ん
で
す
。
た
だ
、
そ
の
方
は
『
君
は

う
ち
に
は
も
っ
た
い
な
い
。
君
は
漫
画

家
に
な
れ
る
。
漫
画
家
を
目
指
し
な
さ

い
』
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
て
…
」

思
い
が
け
ず
希
望
の
光
が
見
え
た
そ

の
帰
り
道
、
ふ
と
手
に
し
た
雑
誌
で
小

学
館
新
人
コ
ミ
ッ
ク
大
賞
の
募
集
を
知

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
編
集
長
に
見
て

も
ら
っ
た
作
品
を
そ
の
ま
ま
応
募
す
る

と
、
み
ご
と
佳
作
に
入
選
。
さ
ら
に
、

入
選
作
と
は
ま
っ
た
く
違
う
画
風
で
描

い
た
作
品
も
編
集
者
の
目
に
と
ま
り
、

別
の
雑
誌
で
連
載
が
決
定
し
ま
す
。

入
選
作
は
「
て
し
ば
ま
さ
み
」、
そ
し

て
も
う
１
つ
の
作
品
は「
手
丸
か
の
こ
」

と
、
２
つ
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
同
時
デ
ビ

ュ
ー
を
果
た
し
た
の
で
す
。

「
プ
ロ
に
な
れ
た
の
は
編
集
長
と
新
聞

社
の
方
の
ひ
と
言
の
お
か
げ
。
自
分
の

作
品
に
合
っ
た
出
版
社
や
雑
誌
に
出
会

う
こ
と
の
大
切
さ
に
気
づ
き
ま
し
た
」

ふ
る
さ
と
の
越
谷
で
、

家
族
と
過
ご
す
幸
せ
な
時
間

２０
歳
の
こ
ろ
、
越
谷
市
青
少
年
相
談

員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
、
児
童
館

コ
ス
モ
ス
の
こ
ど
も
の
日
イ
ベ
ン
ト
で

似
顔
絵
を
描
い
た
り
、
越
谷
の
名
産
品

「
太
郎
兵
衛
も
ち
」
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

情
報
ピ
ュ
ア
（
越
谷
市
社
会
福
祉
協
議

会
発
行
）
の
イ
ラ
ス
ト
を
手
が
け
た
り

と
越
谷
と
の
関
わ
り
が
深
い
で
す
。

「
わ
た
し
ね
、
越
谷
が
大
好
き
な
ん
で

す
よ
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
漫
画
家
に

な
る
こ
と
と
、
越
谷
に
住
み
続
け
る
こ

と
が
夢
だ
っ
た
ん
で
す
か
ら
」

今
で
は
、
２
つ
目
の
夢
も
か
な
え
、

ご
主
人
と
２
人
の
娘
さ
ん
と
、
越
谷
で

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
手
丸
さ
ん
が
家
族

を
大
事
に
す
る
の
も
、
漫
画
家
に
な
る

夢
を
応
援
し
て
く
れ
た
ご
両
親
の
影
響

が
大
き
い
と
話
し
ま
す
。
勉
強
し
な
さ

い
と
は
言
わ
ず
「
漫
画
描
い
て
る
？
」

が
口
ぐ
せ
だ
っ
た
母
、
就
職
を
考
え
た

と
き
「
漫
画
家
へ
の
道
が
開
け
た
と
き

に
安
定
し
た
暮
ら
し
か
ら
抜
け
出
せ
な

い
ぞ
」
と
助
言
し
て
く
れ
た
父
、
こ
ん

な
親
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

「
実
は
、
娘
と
３
人
で
空
手
を
習
っ
て

い
ま
す
。
け
が
を
し
た
ら
困
る
と
思
っ

た
け
ど
、
始
め
た
ら
楽
し
く
て
今
は
空

手
が
大
好
き
で
す
。
で
も
、
始
め
て
か

ら
７
年
間
、
一
度
も
試
合
に
勝
っ
た
こ

と
が
な
い
ん
で
す
よ
。
娘
の
方
が
強
い

ん
で
す
。
そ
れ
な
の
に
や
め
よ
う
と
は

思
わ
な
い
の
、
ヘ
ン
で
し
ょ
う
？
」
と

笑
い
ま
し
た
。
さ
て
、
な
ぜ
で
し
ょ
う
。

夢
を
持
ち
、
実
現
に
向
け
て

あ
き
ら
め
な
い
こ
と

現
在
、
来
年
発
行
予
定
の
新
作
を
２

本
抱
え
る
手
丸
さ
ん
。
市
民
の
皆
さ
ん

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伺
う
と
、

「
夢
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
夢
さ
え
あ
れ

ば
ど
ん
な
に
苦
し
い
こ
と
も
乗
り
越
え

ら
れ
る
は
ず
で
す
。
そ
し
て
、
あ
き
ら

め
な
い
こ
と
、
実
現
す
る
た
め
の
あ
ら

ゆ
る
方
法
を
探
す
こ
と
。
実
は
ね
、
空

手
を
続
け
る
の
も
、
あ
き
ら
め
な
い
こ

と
の
大
切
さ
を
娘
た
ち
に
見
せ
て
あ
げ

た
い
と
思
っ
て
の
こ
と
な
ん
で
す
」

ご
自
身
の
漫
画
が
、
あ
こ
が
れ
を
描

く
こ
と
か
ら
し
だ
い
に
飾
ら
な
い
日
常

を
描
く
こ
と
に
変
化
し
て
き
た
と
い
い

ま
す
。
こ
の
先
も
、
家
庭
の
温
も
り
や

日
常
の
楽
し
さ
を
再
発
見
さ
せ
て
く
れ

る
作
品
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

…プロフィール…
手丸かのこ／てしばまさみ
越谷市相模町生まれ。東越谷小、
中央中、春日部女子高校を経て、
都内の美術専門学校を卒業。第２９
回小学館新人コミック大賞に入選
し、漫画家としてデビュー。
代表作に「あなたに花束を」「パ
パのぬいぐるみ（てしばまさみ）」
「おじゃる丸（原案：犬丸りん）」
「開運！ハズレ妻」「男の子がわ
からないママのための３１のアドバ
イス」「おれたちロケット少年」「ポ
ップコーン天使」などがある。

家家
族族
とと
いい
っっ
しし
ょょ
にに
楽楽
しし
くく
過過
ごご
すす
越越
谷谷
でで
のの
暮暮
らら
しし
ここ
そそ
がが

わわ
たた
しし
のの
漫漫
画画
のの
原原
点点
でで
すす
。。

２児の母としての日常生活を大事にしながら、漫画家とし
ての活動を続ける手丸さん。仕事の時間が子どもたちの眠
る深夜に限られるのは、家族との時間を大切にしているた
め。ご家族のこと、ご両親のこと、母子共通の趣味のこと、
それからもちろん漫画のこと。仕事場でもあるご自宅でお
話を伺いました。

漫漫
画画
家家

手手
丸丸
かか
のの
ここ
／／
てて
しし
ばば
まま
ささ
みみ
ささ
んん

�
太
郎
兵
衛
も
ち
は
、
１１
月
中
旬

か
ら
市
内
３
カ
所
の
農
産
物
直

売
所
で
販
売
予
定
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ミニ科学講演会
「みんなでやってみよう！
おもしろ化学実験」
日 時：１０／１７（日）

１４：００～１５：３０
会 場：実験室
内 容：楽しい実験をしなが

ら、高分子のふしぎ
な世界を体験します

対 象：小学４年生～大人４０人（小学１年～３年生は保護者同伴入室可）
申込み：受付中（電話可）
………………………………………………………………………………………
彩の国教育の日関連特別事業
「特別立体万華鏡を作ろう」
日 時：１１／７（日） ９：３０～１２：００ 会 場：工作室
内 容：花火のようなもようが見える立方体の

万華鏡を作ります
対 象：小学５年生～大人１２人 参加費：２００円
申込み：受付中（電話可）
………………………………………………………………………………………
「音センサーライトを作ろう」
日 時：１１／１３（土） ９：３０～１２：３０ 会 場：工作室
内 容：音に反応して点灯・消灯するライトを作ります
対 象：小学５年生～大人１２人（小学生は保護者同伴）
参加費：２９００円 申込み：１０／１５（金）９：００から（電話可）
県民の日特別事業
日 時：１１／１４（日）
内 容：蛍光X線分析装置公開・NCフライス盤・

旋盤ミニ体験・押し葉のカード作り
対 象：どなたでも
………………………………………………………………………………………
冬休み特別ワークショップ
日 時：１２／２５（土） クリスマス工作

１２／２６（日） ふしぎなビーズかざり
１２／２８（火） かんたん万華鏡
１／４（火）・５（水） 新春工作
１／６（木） CDのホバークラフト
１／７（金） 雪だるま人形づくり
①１４：００～ ②１５：４５～

対 象：どなたでも・各回２０人 参加費：１０円
………………………………………………………………………………………
新春スペシャルサイエンスショー
日 時：１／９（日）①１１：００～１２：００ ②１４：００～１５：００
会 場：多目的ホール
対 象：どなたでも 各回２００人（先着順）

＊
各
催
物
に
つ
い
て
は
、
サ
ン
シ
テ
ィ
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
内
容
・
料
金
等
に
つ
い
て
は
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

�時
日
時
・
期
間

�場
会
場

�出
出
演
者

�講
講
師

�演
演
目
・
曲
目

�内
内
容

�料
入
場
料
・
参
加
費

�対
対
象
・
定
員

�申
申
込
み

「創作キャンドルを作ろう」
日 時：１１／２１（日） ９：３０～１２：００
会 場：実験室

内 容：クリスマスの飾りにぴったりな
かわいいキャンドルを作ります

対 象：小学５年生～大人１２人（小学生は保護者同伴）
参加費：５００円（予定）
申込み：１０／１５（金）９：００から（電話可）
…………………………………………………………………
「箱形液体万華鏡を作ろう」
日 時：１２／５（日） ９：３０～１２：００
会 場：工作室
内 容：試験管の中をゆっくりと移動

するビーズなどを見ることが
できる万華鏡です

対 象：小学５年生～大人１２人
参加費：２００円（予定）
申込み：１１／５（金）９：００から（電話可）
…………………………………………………………………
「コンピュータでおもちゃのロボットを操ろう」
日 時：１２／１２（日）入門編・挑戦編

①９：３０～１１：３０
②１３：００～１５：００

会 場：工作室
内 容：〈①入門編〉 おもちゃのブロックで作ったロボ

ットのモータを制御するプログラムを作ります
〈②挑戦編〉 各種センサを使ってより深く制御
の世界にふれます

対 象：小学５年生～中学生各５人
（挑戦編は入門編お済みの方）

参加費：無料 申込み：１１／１２（金）９：００から（電話可）
…………………………………………………………………
「凧を作ろう」
日 時：１２／２６（日） ９：３０～１２：００
会 場：工作室
内 容：お正月に揚げる凧を作ります
対 象：小学１年生～大人１２人

（小学１年～３年生は保護者同伴）
参加費：２００円（予定）
申込み：１１／１９（金）９：００から（電話可）

月ごとに変わるおもしろメニュー

※水曜・金曜日は学校利用日のため中止となる場合があります

＊実験・工作は小学生以上が対象です
＊未就学児の入室はご遠慮ください

科学工作体験
プラスチックの不思議
ペーパーブーメランを飛ばそう
振り子で遊ぼう
液体万華鏡を作ろう

科学実験体験
ガリレオ温度計を作ろう
アルミではんこ作り
静電気で遊ぼう
使いすてカイロを作ろう

１０月
１１月
１２月
１月

＊科学技術体験センターの行事は、ミラクルホームページ（http : //www.
miracle.city.koshigaya.saitama.jp）や毎月発行の「ミラクルニュース」
でご確認ください（内容については一部変更になる場合があります）

●利用料金
入館料無料。ただし、実験、工作等の参加費が必要な場合があります

●団体利用（１５名以上の場合）の方法
あらかじめご連絡のうえ、申請書を提出し、許可を受けてください

●多目的ホール（祝日を除く火曜日・木曜日のみ）、レクチャー室の貸
し出しには次の料金がかかります

レクチャー室
１，０００円
１，６００円
２，３００円

＊越谷市、草加市、八潮市、三郷市、吉川市、松伏町以外の方は上記金額の３０％増し

多目的ホール
５，０００円
８，０００円
１２，０００円

午前（９：００～１２：００）
午後（１３：００～１７：００）
全日（９：００～１７：００）

利
用
案
内

休館日（11月～1月）
月曜日（祝日を除く）

１１／４・２４・１２／２４・２９～１／３・１１

先着順

特別
事業

１１／７
�発売

“親子で聴ける”クラシックコンサート5
時２月６日（日）１１：００開演
出清塚信也（ピアノ）・
松本蘭（ヴァイオリン）ほか

料全席指定
親子券（おとな・こども各１名のペア）￥１，８００
おとな￥１，５００こども（３歳～中学生まで）￥５００

＊３歳未満でもお席が必要な場合は有料

１０／３１
�発売

FUMIYA FUJII CONCERT TOUR２０１０‐２０１１
Sweet Groove
時２月１０日（木）１９：００開演
料全席指定 ￥６，８００
＊未就学児の入場不可

１０／２４
�発売

能・狂言の世界
時２月１７日（木）１８：３０開演
出梅若玄祥・宝生閑・野村万作・
野村萬斎・石田幸雄 ほか

料全席指定 特等席￥４，５００一等席￥３，５００
二等席￥２，５００

＊学生各半額。シニア（６０歳以上）各一割引
＊未就学児の入場不可

１０／２４
�発売

人形浄瑠璃 文楽
時３月１１日（金）
開演 昼の部１３：３０ 夜の部１８：００

出昼の部【仮名手本忠臣蔵 五段目・
六段目】【釣女】夜の部【曽根崎心中】

料全席指定 一般￥４，０００学生￥２，０００
昼夜セット券 一般￥７，０００学生￥３，５００

＊未就学児の入場不可

１１／１４
�発売

〈こどもちゃれんじ〉コンサート
しまじろう みんなでたんけん！みなみのしま
時３月１２日（土）開演�１２：３０�１５：３０
料全席指定 ￥１，５００
＊３歳以上有料（３歳未満でもお席が必要な場合は有料）

１１／２８
�発売

こしがや若手精選落語会 其の四
時３月１６日（水）１８：３０開演
出三遊亭一之輔・他 ゲスト：柳家花緑
料全席指定 一般￥１，５００学生￥１，２００
＊未就学児の入場不可

「まんまるよやくシステム」による申込み方法
インターネット・携帯電話・一般家庭電話または直接窓口で

「抽せん申込み」の受け付けをしています。
■インターネット・携帯電話での利用は事前登録が必要
抽せん結果：毎月１２日（メール・窓口にて通知）
使用の確定：当せんした方は抽せんのあった月の１２日～１８日
に窓口での使用申込み手続きが必要です。
なお、１９日以降は上記方法で通常予約可能。

◆ホール貸し出し抽せん会
小・展示ホール（５市１町内）
２３年６月分
２３年７月分
２３年８月分

大ホール
２３年１１月分
２３年１２月分
２４年１月分

申込み期間
１１／１（月）～１０（水）
１２／１（水）～１０（金）
１／４（火）～１０（月）

＊期間内に窓口での使用申込みをされない場合は当せんの権利が取り消
しとなります

＊１１／１（月）９：００からホールフロントで、２３年３月～２３年５月の小ホー
ルギャラリーの申込みを先着順にて受付

＊５市１町とは、越谷市、草加市、八潮市、三郷市、吉川市、松伏町

KOBUDO－古武道－
～尺八・チェロ・ピアノコンサート～
「一期一会」
時開演１６：００
出妹尾武（ピアノ）
古川展生（チェロ）
藤原道山（尺八）

料全席指定 ￥４，８００ ＊未就学児の入場不可

『『孤孤高高ののメメスス』』
�時①１０：００②１４：００③１８：３０�料￥１，０００
＊割引券（チラシ）をお持ちの方は２００円引き

『『ププリリンンスス・・オオブブ・・ペペルルシシャャ
～～時時間間のの砂砂～～』』

サンシティ・アート講座vol．２
『企画・プロデュース講座～アイディアをカタチにするアート！』
時１２月４日（土）・１１日（土）１３：００～１６：００ 場視聴覚室
講吉田貴秀（構成作家・演出家・劇作家・プランナー）
対高校生以上で２０人 料２，０００円
申受付中 ＊定員になり次第締め切り

詳しくはサンシティへ集募者加参

クリスマス☆ゴスペル2010
～グローリー・ゴスペル・シンガーズ from New York～
時開演１９：００
料全席指定
S席￥６，５００
A席￥６，０００

＊未就学児の入場不可

今井ゆうぞう×はいだしょうこ
ファンタジー・コンサート

時開演①１３：００
②１５：３０

料全席指定 おとな￥２，５００
こども（２歳～中学生）￥１，５００

＊２歳未満でもお席が必要な場合は有料

１／８
（土）

２５th Anniversary
渡辺美里コンサートツアー2010
Wonderful Moments パレード！パレード！

時開演１８：００
料全席指定 前売￥６，８００
当日￥７，３００（残席がある場合のみ販売）

＊未就学児の入場不可

１１／３
（水・祝）

日本舞踊協会公演
「菊薫越谷舞踊賑」
時開演１４：００
出花柳源九郎・水木扇升・
吉村輝章・市山松扇・
藤間恵都子・猿若清三郎・
花柳寿美

料全席指定 一般￥５，０００
シニア（６０歳以上）￥４，５００
２階席￥１，０００ ＊未就学児の入場不可

高嶋ちさ子名曲案内
オーケストラ劇的Before & After

時開演１６：００
料全席指定 S席￥４，５００
A席￥３，５００２階席￥２，５００

＊学生各半額 ＊未就学児の入場不可
演奏：ロイヤルチェンバーオーケストラ

１１／２７
（土）

THE NEWSPAPER
時開演１８：３０
料全席指定
￥４，５００

＊未就学児の入場不可

第三十二回こしがや落語会
「六代目三遊亭円楽
襲名記念独演会」
時開演１８：３０
出六代目三遊亭円楽・林家正楽
料全席指定 ￥３，５００
＊未就学児の入場不可

YDKクラシックスペシャル
２０１１サンシティ・ニューイヤーコンサート
ウィーン・シュトラウス・
フェスティヴァル・オーケストラ
時開演１４：００
料全席指定
S席￥５，５００ A席￥４，５００
B席￥３，５００＊学生各半額
シニア（６０歳以上・A席の指定場所）￥３，０００

＊未就学児の入場不可

白石加代子「百物語」シリーズ
第二十八夜
時開演１９：００
料全席指定 ￥４，０００
内池波正太郎
『剣客商売 天魔』
幸田露伴『幻談』

＊未就学児の入場不可

サンシティクラシック・ティータイムコンサート
「河村尚子ピアノ・リサイタル」

時開演１４：００
出構成・お話／
岡部真一郎

料全席指定
一般￥３，３００学生￥１，６５０

＊全席１ドリンク付
＊未就学児の入場不可

１／２２
（土）

１２／１
（水）

１１／１８
（木）

１２／２１
（火）

１０／３０
（土）

１２／２４
（金）

１／１５
（土）

１／２１
（金）

～わくわく体験・夢・感動～
子どもから大人まで体験できます！

��三三浦浦興興一一

��寺寺澤澤有有雅雅

コニシ�
野村幸弘さん

＊発売初日は、午前１０：００から
電話予約のみ受け付けします
＊サンシティメンバーズの優先
販売あり

２２・２３
（金）（土）

１０
２６・２７
（金）（土）

１１
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みなさまに愛されて24年 

★厚生労働省指定講座認定校 
★日商検定会場（どなたでも受けられます） 

●ロボット競技会
日 時：１１／２０（土）１３：３０～１５：００
内 容：中学生が自作のロボットでピン

ポン玉運びを競う大会
●科学実験観察フェスティバル
「私たちの先生は大博士」
日 時：１２／１１（土）１３：００～１６：００
内 容：小・中学校の先生方による科学

実験教室

●あつまれ！0・1・2
日 時：１１／２０（土）・１２／１８（土）・

１／１５（土）１０：００～１１：３０
対 象：当日、３歳までの子と保護者
内 容：市内のーびる保育園保育士によ

る育児に関する話、リズム遊び、
劇など

◆県民の日わくわく特別行事

日 時：１１／１４（日）１０：００～１６：００
内 容：スペシャルサイエンスショー

「コスモゼリーを作ろう！」、越
谷龍虎太鼓、ママと一緒に英語
で遊ぼう、野外で遊ぼう、プラ
ネタリウム投影など

●わくわく科学教室
◇牛乳パックできらめくポストカードづくり
日 時：１０／３１（日）１０：００～１１：３０
対 象：小学生以上

（１・２年生
は保護者同
伴）１２人

申込み：受け付け中

◇ひつじからの贈り物でつくろう、
ふわふわ小物
日 時：１１／２１（日）１０：００～１１：３０
対 象：小学生以上（１・２年生は保護者

同伴）２０人
申込み：１１／５（金）９：００から
◇すてきなクリスマスキャンドルをつくろう
日 時：１２／５（日）１０：００～１１：３０
対 象：小学生以上（１・２年生は保護者

同伴）２０人
申込み：１１／２０（土）９：００から
◇ほかほかホッカイロであったまろう！
日 時：１／９（日）１０：００～１１：３０
対 象：小学生以上（１・２年生は保護者

同伴）２０人
申込み：１２／２１（火）９：００から

●サタデーバイオ教室
日 時：１１／１３（土）・１／８（土）・４／９（土）全３回

①１０：００～１１：３０、②１４：００～１５：３０
対 象：小学３年生以上、各回１０人
内 容：バイオテクノロジーによる植物

の栽培
持ち物：マスク、筆記用具
申込み：１０／２０（水）９：００～１１／１１（木）
＊教室の最終
回には、自
分で育てた
セントポー
リアを持ち
帰れます

●県民の日特別イベント
日 時：１１／１４（日）１０：００～１６：００
内 容：特別映画会、英語で遊ぼう、か

んたん工作、ヨーヨーつり、科
学体験（バイオ体験・スライムづ
くり）、パソコン体験、ミクロ
の世界を観る、かみしばいなど

＊詳しくは「ヒマワリだより・県民の日特別イベ
ント号」をご覧ください

子どもクラフト教室

素敵なクリスマスキャンドルを作ろう！
１２／５（日）１０：００～１２：００
小学生以上１５人（小学３年生までは保護者同伴）
１００円（材料代）
１１／２１（日）９：００から電話受け付け

おもしろ科学教室

フルーツ味のフワフワわたあめを作ろう！
１１／２１（日）１０：００～１２：００
小学生以上２０人（小学３年生までは保護者同伴）
３００円（材料代）
１１／７（日）９：００から電話受け付け

ふれあい科学教室

光ファイバーのクリスマスツリーを作ろう！
１１／２８（日）１０：００～１２：００
小学生と保護者１０組
３００円（材料代）
１１／１４（日）９：００から電話受け付け

サイエンスショー・サイエンスクラフト

土曜・日曜日、祝日、学校冬休
み期間（１２／２５～２８、１／４～７）
１３：３０～１３：４５

スライム、ストローボーン、
ブーメランなど

日 時
対 象
参加費
申込み

日 時
対 象
参加費
申込み

日 時
対 象
参加費
申込み

日 時

内 容

プラネタリウム

土曜・日曜日、県民の日、祝日開館
日（平日は団体投影日）、学校冬休
み期間（１２／２５～２８、１／４～７）
１２／１２（日）まで
「秋の星空と宇宙への夢」
１２／１８（土）から
「冬の星空と宇宙人へのメッセージ」
①１１：００から ②１４：００から ③１５：３０から
小学生以上１回１００円

天体観望会

①１１／２０（土） ②１２／１８（土）１８：３０～２０：００

①晩秋の星空探訪～秋の星座物語
②初冬の星空探訪

～おうし座とプレアデス星団

小学生～大人５０人
（乳幼児の参加はご遠慮ください）

①１１／６（土） ②１２／４（土）
９：００から電話受け付け

親子であそびましょう！

クリスマス飾りを作ろう
１２／８（水）１０：００～１１：３０
クリスマス飾りを親子で作成
（完成品は持ち帰り）します
未就学児と保護者
当日自由参加

投影日・
内 容

時 間
観覧料

日 時

内 容

対 象

申込み

日 時

内 容

対 象
申込み

親子天体教室

①１／１５（土） ②１／２２（土）１８：３０～２０：００
親子で協力して冬の星座の天
体観測を行います
小学生以上の子どもと保護者１０組
①１２／２５（土） ②１／８（土）９：００から電話受け付け

ミルキーママスクール

１１／１９（金）１０：００～１１：３０
運動機能の発達について
開催日当日２歳未満の子を持
つ保護者および妊婦２５人
１１／５（金）９：００から電話受け付け

スーパー竹とんぼを作ろう！

１１／３（祝）１３：３０から
幼児（幼児は保護者同伴）～小学生２５人
当日１階工作室へ

日 時

内 容

対 象
申込み

日 時
内 容

対 象

申込み

日 時
対 象
申込み

＊日時・内容については一部変更に
なる場合があります。毎月発行の
「コスモスだより」でご確認ください

＊事前に予約が必要な行事については、受付
初日の午前中は電話のみの受け付け。午後
からは、窓口でも受け付けします
＊定員のある行事は申込み順になります

休館日（11月～1月）
月曜日（祝日を除く）
12／29～1／3・11・18

ヒマワリこども音楽会

◇東埼玉吹奏楽団
１０／３１（日）１４：００～１５：００

◇越谷西高校OB吹奏楽団
１１／２８（日）１４：００～１５：００

冬休みお楽しみ会～越谷おはなし勉強会～
１２／１１（土）１３：００～１４：００
幼児（保護者同伴）・小学生以上１５０人
１１／２０（土）９：００から

パソコン教室「パソコンで年賀状をつくろう」
１２／１８（土）１０：３０～１１：３０
小学３年生以上１２人（先着順）
当日会場へ

もちつき大会
１２／２５（土）①９：４５～（体験もち
つき）②１０：３０～（試食）
幼児（保護者同伴）以上
当日整理券を配布①５０人、②３００人

ヒマワリ自然観察会「ハクチョウを見に行こう！菅生沼」
１／１６（日）９：００～４：３０
小学生以上（３年生以下は保護
者同伴）３５人
１／５（水）９：００から

日 時

日 時

日 時
対 象
申込み

日 時
対 象
申込み

日 時

対 象
申込み

日 時

対 象

申込み

お父さんと遊ぼう
①１１／１３（土） ②１／８（土）
１０：３０～１１：４５
１～３歳児と父親または両親１５組
①１０／２０（水）９：００から
②１２／２１（火）９：００から

やんちゃたいむ

◇こねこね小麦粉ねんどあそび
１１／１８（木）１０：３０～１１：３０
市内在住の３歳以上の幼児と保護者２５組
１１／６（土）９：００から電話のみ

子育てサークルのみんなと遊ぼう２０１０＆子育てトーク
１１／１９（金）１０：３０～１１：４５
市内在住の２歳以上の幼児と保護者３０組
１１／５（金）９：００から

茶道教室～ちょっと体験 日本の心～
１２／４（土）１４：００～１５：３０
小学生以上１２人
１１／２０（土）９：００から

子育て広場あつまれ！０歳児「わらべ歌で遊ぼう」
１２／７（火）１０：００～１１：００
市内在住の０歳児と保護者２０組
１１／２４（水）９：００から電話のみ

日 時

対 象

申込み

日 時
対 象
申込み

日 時
対 象
申込み

日 時
対 象
申込み

日 時
対 象
申込み

親子マジック教室
１０／２３（土）・３１（日）・１１／７（日）
全３回 １０：００～１１：３０
３回とも参加できる小学３年生
以上の親子６組（保護者可）
受け付け中

子育て広場あつまれ！１歳児「手づくりおもちゃで遊ぼう」
１１／２（火）１０：００～１１：００
市内在住の１歳児と保護者２０組
１０／２２（金）９：００から電話のみ

のびのび親子教室

◇折り紙で野菜をつくろう
１１／５（金）１０：３０～１１：３０
市内在住の２歳児と保護者２５組
１０／２１（木）９：００から電話のみ

ミルキーママ・スクール

◇栄養士による、おやつと食事の
取り方などについてのお話と、
簡単なおやつ作り
１２／９（木）１０：３０～１１：３０
市内在住の０～２歳の乳幼児を
持つ保護者２０人
１１／２０（土）９：００から

＊ボランティアによる保育あり

日 時

対 象

申込み

日 時
対 象
申込み

日 時
対 象
申込み

日 時

対 象

申込み

休館日（１１月～１月）
月曜日（祝日を除く）
12／29～1／3・11・25
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温水プール
最終遊泳時間

トレーニングルーム

ふれあいデー（一般開放日）
日 時：１１／７（日）・１２／１２（日）・１／９（日）

９：３０～１６：００
内 容：卓球、オセロゲームなど

囲碁・将棋大会
日 時：１１／２６（金）受 付 ９：３０～

対局開始１０：１０～
場 所：教養娯楽室
対 象：市内在住の６０歳以上の方２００

人（先着順）
費 用：５００円
申込み：１１／２（火）～１６（火）に費用を

添えて直接けやき荘へ
え と

木目込み干支作り講習会
日 時：１１／３０（火）１０：００～１６：００
場 所：集会室
対 象：市内在住で６０歳以上の方３０人（先着順）
費 用：２，５００円
申込み：１１／９（火）～２４（水）に費用を

添えて直接けやき荘へ

地上デジタルテレビ放送説明会
日 時：１２／３（金）１３：００～１５：００

場 所：集会室
対 象：市内在住の６０歳以上の方３０人

（先着順）
費 用：無料
持ち物：筆記用具
申込み：１１／１０（水）～３０（火）に直接け

やき荘へ（電話可）

リハビリなんでも相談
理学療法士がリハビリについての相談
をお受けします。
日 時：１１／４（木）・１２／２（木）・

１／６（木） ９：３０～１１：００
場 所：機能回復訓練室
内 容：機能回復訓練室の機器の使用

方法や日常生活における機能
訓練、腰痛予防、筋力や体力
向上などのアドバイスをいた
します

対 象：市内在住で６０歳以上の方、ま
たは保健センターの指導のあ
った方８人（先着順）

費 用：無料
申込み：当日直接ゆりのき荘へ

ふれあいデー（一般開放日）
日 時：１１／２０（土）・１２／１８（土）・

１／１５（土） ９：３０～１６：００
内 容：卓球、ベイゴマなど
対 象：市内在住の方なら、どなたで

もご利用になれます
費 用：無料

悪質商法撃退講座
日 時：１１／１６（火）１１：００～１２：００
内 容：高齢者を狙った最新の被害情

報をもとに、トラブルから身
を守る方法をお伝えします

対 象：市内在住で６０歳以上の方
費 用：無料

ふれあいデー（一般開放日）
日 時：１１／１４（日）・１２／１９（日）・

１／１６（日） ９：３０～１６：００
内 容：映画「男はつらいよ」上映

（１０：１０～と１３：１０～の２回上映）
ビリヤード、卓球
＊ギター弦の会による演奏会
１２／１９、１２：００～１３：３０

対 象：市内在住の方なら、どなたでも
ご利用になれます

費 用：無料

健康づくり講座
日 時：１１／２６（金）１０：００～１２：００
講 師：越谷市市民健康課の保健師
内 容：認知症の予防について
対 象：市内在住の６０歳以上の方

３０人（先着順）
費 用：無料
申込み：１１／５（金）から（電話可）

生活・健康相談
日 時：開館日の１０：００～１２：００・１３：００～１５：００
対 象：市内在住の６０歳以上の方

リハビリなんでも相談
理学療法士がリハビリについての
相談をお受けします
日 時：１１／１９（金）

９：３０～１１：００
場 所：多目的ホール
内 容：機能訓練の方法、腰痛予

防、筋力向上、体力向上、
血圧測定など

対 象：市内在住の６０歳以上の方
８人（先着順）

費 用：無料
申込み：当日直接くすのき荘へ

【公開時間】
１部：９：３０～１２：００（１１：４５）
２部：１３：００～１５：３０（１５：１５）
３部：１６：００～１８：３０（１８：１５）
４部：１９：００～２１：３０（２１：１５）
＊公開時間は、プール受付開場時間から更
衣室利用終了時間までの２時間３０分です
＊各部では、公開開始から１時間後に１０分間の休憩時間があります
＊混雑時には入場制限することがあります
＊毎週木曜・日曜日、リラクゼーションプールは、メンテナンスの
ため２１：００で終了となります

【利用料金】一般４００円、小・中学生３００円、６０歳以上２００円
＊６０歳未満の障がい者は、半額です
＊車いすの方もご利用いただけます ＊３歳未満の方は利用できません
＊年齢を問わず、排せつが自立していない方は利用できません

【利用時間】９：３０～２１：１５（更衣室利用終了時間２１：３０）
＊初めての方は初回講習会（予約制）の受講が必要となります
直接市民プールへ申し込みください（電話可）
講習会は開館日の ①１４：００～ ②１９：００～ の２回です

【利用料金】一般（高校生以上）１回４００円、６０歳以上１回２００円
＊６０歳未満の障がい者は、半額です
＊車いすの方もご利用いただけます ＊中学生以下は利用できません

＊掲載内容は都合により変更になる場合があります。詳しくは、けやき荘・くすのき荘へお問い合わせください＊掲載内容は都合により変更になる場合があります。詳しくは、ゆりのき荘・越谷市民プールへお問い合わせください

１（月）・８（月）・１５（月）・２２（月）・２９（月）

６（月）・１３（月）・２０（月）・２７（月）・２９（水）・３０（木）・３１（金）

１（祝）・２（日）・３（月）・１１（火）・１７（月）・２４（月）・３１（月）

１１月

１２月

１月

休
館
日

くすのき荘を一部ご利用になれない日

�１２／２８（火） 終日 浴室 特別清掃のため
�１／４（火） 午前中 浴室 設備点検のため
�１／２９（土） 終日 教養娯楽室

大袋地区老人クラブ連合会新年会のため

３（祝）・８（月）・１４（日）・２２（月）・
２３（祝）・２８（日）

５（日）・１３（月）・１９（日）・２３（祝）・
２７（月）・２９（水）・３０（木）・３１（金）

１（祝）・２（日）・３（月）・１０（祝）・
１１（火）・１６（日）・２４（月）・３０（日）

１１
月

１２
月

１
月

休
館
日

１２／２９（水）～１／３（月）は年末
年始のため休館となります

年末年始
のお休み

１（月）・３（祝）・７（日）・１５（月）・
２１（日）・２３（祝）・２９（月）

６（月）・１２（日）・２０（月）・２３（祝）・
２６（日）・２９（水）・３０（木）・３１（金）

１（祝）・２（日）・３（月）・９（日）・
１０（祝）・１７（月）・２３（日）・３１（月）

１１
月

１２
月

１
月

休
館
日

１２／２９（水）～１／３（月）は、年
末年始のため休館となります

年末年始
のお休み

１（月）・８（月）・１５（月）・２２（月）・
２９（月）

６（月）・１３（月）・２０（月）・２７（月）・
２９（水）・３０（木）・３１（金）

１（祝）・２（日）・３（月）・１１（火）・
１７（月）・２４（月）・３１（月）

１１
月

１２
月

１
月

休
館
日

１２／２９（水）～１／３（月）は年末
年始のため休館となります

年末年始
のお休み

ゆりのき荘を一部ご利用になれない日

�１０／１２（火）～２７（水）終日 浴室
東埼玉資源環境組合の施設点検による温水
供給停止のため
�１０／１４（木）・１５（金） 終日 教養娯楽室
越谷市老人クラブ連合会 素人演芸大会の
ため
�１１／２８（日）終日 浴室 東埼玉資源環境組合
の施設点検による温水供給停止のため
�１２／２８（火）終日 浴室 特別清掃のため
�１／４（火）午前中 浴室 設備点検のため

�温水プール
①１０／１２（火）～２８（木） 東埼玉資源環境組合の施設点検による温水供給停止・特別清掃のため
②１１／２８（日）～３０（火）第１部 東埼玉資源環境組合の施設点検による温水供給停止のため
③１２／２８（火） 第３部で終了 年末清掃のため ④１／４（火） 第２部から開始 点検のため
�トレーニングルーム
①１０／１５（金） 室内特別清掃のため ②１２／２８（火）１８：３０で終了 年末清掃のため
③１／４（火）１３：００から開始 点検のため
＊更衣室のシャワー使用不可１０／１２（火）～２６（火）・１１／２８（日）

一
部
施
設
の
利
用

休
止
の
お
知
ら
せ １２／２９（水）～１／３（月）は年末年始のため休館とな

ります
年末年始
のお休み

けやき荘を一部ご利用になれない日

�１１／６（土）・７（日） 終日 浴室 設備修繕のため
�１１／６（土） 終日 教養娯楽室
埼玉県厚生年金受給者協会越谷分会集いのため

�１１／２６（金） 終日 教養娯楽室
囲碁・将棋大会のため

�１２／２８（火） 終日 浴室 特別清掃のため
�１／４（火） 午前中 浴室 設備点検のため
�１／１４（金） 午前中 教養娯楽室

越谷市老人クラブ連合会新年会のため



古紙配合率70％再生紙を使用しています 
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環境にやさしい 
大豆油インキを使用しています 
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（
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）

元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
■
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日
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市
内
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旦
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ラ
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ン
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ス
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ス
展
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日
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公
開

■
１
日
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場
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・
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鳥
の
森
無
料
開
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■
１
日
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・
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日
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成
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式
■
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市
内
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会
場

オ
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シ
ャ
■
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日
�日

川
崎
神
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（
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川
崎
）

新
春
ス
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ル
企
画
■
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�日

科
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花
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■
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日
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新
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駅
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楽屋裏を書くのは２年ぶり。こ

の間、第２子（長男）が誕生しま

した。よたよたと笑顔で近寄って

くる息子の顔を見ることが、一番

の癒しになっています。自分にも

こんなカワイイ（？）ときがあった

のかなんて、鏡に映る四角い顔を

見つめながら親のありがたさをし

みじみ考える今日このごろです。

子どもが虐待される悲しい事件が

二度と起こらないことを祈ります。

（作）

１１
月

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

時
間
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
は
広
報
広
聴
課
�
９
６
３
�
９
１
１
７
へ

１２
月

１
月

成人式

協働フェスタ

市内駅伝競走大会

こしがや産業フェスタ

サンシティイルミネーション

縁起市
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● 
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● 開催日時および内容等は、変更する場合もありますので、ご了承ください。 
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Ｋ
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�
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
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友
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と
お

誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

日

時
�
１１
月
２３
日（
火
・
祝
）
午
前
９
時
開
会

会

場
�
総
合
開
会
式

総
合
体
育
館
第
１
体
育
室

種
目
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講
習
会
・
交
歓
会

市
内
体
育
施
設

参
加
費
�
無
料
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・・・
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バババ
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000

�
市
民
が
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く
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ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
め
る
祭
典
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踊
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走
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《
日
本
民
踊
》
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ボボラランンテティィアア募募集集

ボーイスカウト団員
活 動 日 月２回～３回程度の土曜・日曜・祝日およ

び長期休暇期間
場 所 市内の公共施設等
対象年齢 就学時１年前の９月～
活 動 費 ３００円～２０００円／月
性 別 男女問わず
各 団 市内に７団あります

（１・２・３・５・６・８・１０団）

ボーイスカウトは、年齢の異なった子どもたちが兄
弟のように協力し助け合いながら、野外活動などを体
験することで、自然の大切さを学び、友情や責任感、
協調性などを育むことを目指した、青少年の教育運動
です。具体的には、
低学年は工作やゲー
ム、歌や演劇などの
活動を行い、高学年
は手旗やロープなど
の練習やキャンプ生
活の基本などを学び
ます。

ガールスカウト団員
活 動 日 月２回～３回程度の土曜・日曜・祝日およ

び長期休暇期間
場 所 市内の公共施設等
対象年齢 就学時１年前～（少女たちと活動を共にす

るリーダーも募集しています。）
活 動 費 １０００円～１５００円／月
性 別 女性
各 団 市内に３団あります（１１・２０・３０団）

ガールスカウトは、世界１４５ヵ国１，０００万人の会員を
もち、国籍・人種・宗教を超え、その輪を広げていま
す。また、野外活動を通じ、自然との調和を学び同世
代の仲間と寝食を共
にし「生きる力」を
育てています。具体
的には、清掃活動や
募金活動等の社会奉
仕活動やキャンプな
ど、野外活動を中心
に活動しています。

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
《大間野町旧中村家住宅》大間野町１－１００－４ �９８５－９７５０
�開館記念イベント（平成２２年度県民の日協賛行事）
日 時 １１／１４（日）

１０：００～１５：００
内 容 開館記念イベントとして、

昔遊びやカマド体験のほか、
お茶会も同時開催します。
ご家族そろって、どうぞ気
軽にお越しください。

参加費 無料
申込み 当日直接会場へ

※お茶会は先着１００人まで

主 催 越谷市教育委員会
NPO法人越谷市郷土研究会
越谷市茶道協会

�野鳥観察会
日 時 １２／１８（土） ９：３０～１２：００（予定）
内 容 旧中村家住宅周辺に飛来する野鳥を観察し、自然や生き

物に対する理解を深めます。
対 象 市内在住・在勤・在学の方
参加費 無料
定 員 ３０～４０人程度（予定）
申込み １２／３（金）～１２／１３（月）、下記へ電話申込み（先着順）
主 催 越谷市教育委員会、NPO法人越谷市郷土研究会

問合せ 生涯学習課 文化財係 �９６３－９３１５
※なお、イベントの内容に変更がある場合がありますので、広報こしがやお知ら
せ版の１１月号及び１２月号もご覧ください

伝統文化体験講座

藍染体験教室開催
越谷市に古くから伝わる伝統文化である
「藍染」を体験し、伝統工芸の歴史・文化
を学び、もの作りの喜びと楽しさを肌で感
じてみませんか。

期日等（全４回コース）
会 場

大間野町旧中村家住宅
大間野町１－１００－４
�９８５－９７５０
中野形染工場
大間野町１－５７－１
�９８６－５９５５

中野形染工場

内 容

講義
（藍染の歴史と越谷）

工場見学

１）絞り染め体験
２）型染め体験
（のれん、ランチ
ョンマット、スカ
ーフ等の作成）

期日

�１１／７

�１１／１４

�１１／２１

�１１／２８

時 間 ８：３０～１２：００
対 象 市内在住の方
定 員 ２０人
参加費 ３０００円（材料費、教材代４回

分）。当日集めます
申込み １０／２５�までに下記へ電話で

申込み（申込み多数＝抽せん）
主 催 越谷市教育委員会
問合せ 生涯学習課 生涯学習担当

�９６３－９２８３

昨年度の開館記念イベントの様子

昨年度の能楽の会の様子
申込み・問合せ 生涯学習課 青少年担当 �９６３－９３０８

“安全・安心な子どもの居場所づくり”

放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどもももももももももももももももももももももももももももももももももももももももも教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
～～地地域域のの子子どどももたたちちののたためめにに、、一一緒緒にに居居場場所所づづくくりりししまませせんんかか～～

活動日時：週１回程度（約３時間）
場 所：市内小学校や地区センター・公民館等

（市内１４ヶ所で実施しています）
内 容：子どもたちと一緒に遊ぶほか、宿題の

補助やイベント等のお手伝いなどをし
ていただきます。（※各教室では、将棋、
工作、昔遊び、スポーツ等の自由遊び
を実施しています）

詳細は 越谷市放課後子ども教室 ��検索

申込み・問合せ：生涯学習課 青少年担当
�９６３－９３０８

放課後子ども教室ってどんな教室…？
核家族化やゲームの普及等により、子どもたちは異学年の
友達や近所の人たちとの交流が少なくなりました。そこで、
放課後子ども教室では、子どもたちの遊びや学びを支援しな
がら、遊びを通じた人間関係づくりや交流体験の機会を提供
し、心豊かなたくましい子どもたちを育む活動をしています。

団団 員員 募募 集集

写真提供：
社団法人ガールスカウト日本連盟

第４２回越谷市民文化祭
日 時 １１／２０（土）～２３（火・祝）

１０：００～１９：００（最終日は１８：００まで）
場 所 越谷コミュニティセンター（サンシティ）
部 門 出品部門（展示発表のもの）、出演部門（ス

テージ発表のもの）
入場料 無料
主 催 越谷市民文化祭実行委員会、越谷市、越谷市

教育委員会
共 催 越谷市文化連盟、財団法人越谷コミユニテイセンター
問合せ 生涯学習課 文化振興係 �９６３－９３０７

昨年度の市民文化祭の様子

写真提供：
ボーイスカウト埼玉県連盟

日 時 １１／７（日）
開場 １１：３０ 開演 １２：００

場 所 こしがや能楽堂
（天候不順時は、こしがや能楽堂大広間）

入場料 無料
主 催 こしがや能楽の会実行委員会、越谷市、

越谷市教育委員会
後 援 財団法人越谷市施設管理公社
問合せ 生涯学習課 文化振興係 �９６３－９３０７

第８回

こしがや能楽の会

あそび

流しそうめん体験の様子（遊の森教室）

すいか割り大会の様子（プレジャースクエアー教室）
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会場：千間台記念会館 大会議室
１１／１（月）１０：００から参加費を添えて直接千間台記念
会館（千間台西１－９－９ �９７６－３００６）へ（申込
み順）

当月第１土曜日８：３０から（ただし、１／２９は、１／
８（月）から）材料費を添えて直接川柳地区センター・
公民館（川柳町２－４８５ �９８７－８２１３）へ（申込み
順）

前月第４土曜日９：００から材料費を添えて直接大沢
地区センター・公民館（大沢２－１０－４０ �９７６－
５８００）へ。電話可（申込み順）

会場：大相模地区センター・多目的ホール
１２／１１日（土）から大相模地区センター（相模町３－
４２－１ �９８８－７３７０）で入場整理券（無料）を配
布（先着順）

会場・申込み

市民の方ならどなたでも参加できる講座です。
お住まいの地区以外の地区センター・公民館
へも足を運んでみませんか？

市内在住の
４・５歳児
（１０人）

市内在住の
小学生
（３０人）

市内在住の
小学生
（２０人）

どなたでも
（各回１００人）

対象

参加費
５００円

材料費
実費負担

材料費
実費負担

無料
（要入場整
理券）

参加費

クラフトや歌など遊びを交
え、日本語を使わない子ども
だけの授業を行い英語を使
う楽しさを学ぶ
講師 ダン ブライムスさん

挑戦！「ソバ打ち」

昔の遊び大会

体験や遊びを通して、創造
性やふれあいを学ぶ
講師 越谷市余暇活動指導
者連盟

小学生を対象に遊びを通し
て多くの知識や技術につい
て学ぶ

おお はし み よ こ

講師 大橋美代子さんほか

「カールじいさんの空飛ぶ家」
１時間３６分

内容

１１／２０～１２／１８
毎週土曜日
１０：００～１１：００
全５回

１１／２０

１２／１８

１／２９・２／２６
土曜日１０：００～１２：００

１１／１３（土）・１２／１１（土）
１０：００～１２：００

１２／２６（日）
午前の部
９：４５開場、１０：００開演

午後の部
１３：４５開場、１４：００開演

開催日時

English in use
英語でチャレンジ

子ども遊び
探検隊

子ども遊学教室

冬休み
子ども名作
映画会

学級・講座名

１０／２９（金）８：３０から直接大相模地区センター（相模
町３－４２－１ �９８８－７３７０）へ（申込み順）。定員
に満たない場合は翌日から電話可

１１／８（月）８：３０から材料費を添えて直接大相模地区
センター（相模町３－４２－１ �９８８－７３７０）へ（申
込み順）。定員に満たない場合は翌日より電話可

１１／１３（土）８：３０から材料費を添えて直接大相模地区
センター（相模町３－４２－１ �９８８－７３７０）へ（申
込み順）。定員に満たない場合は翌日より電話可

１１／１３（土）８：３０から材料費を添えて直接大相模地区
センター（相模町３－４２－１ �９８８－７３７０）へ（申込み
順）。定員に満たない場合は翌日より電話可

１１／１９（金）８：３０から材料費を添えて直接大相模地区
センター（相模町３－４２－１ �９８８－７３７０）へ（申
込み順）。定員に満たない場合は翌日より電話可

１０／３０（土）１０：００～１０：１５に直接新方地区センター・
公民館（大吉４７０－１ �９７１－０８００）へ（申込み多数
＝抽せん）。定員に満たない場合は、翌日から電話可

１１／１３（土）１３：３０～１３：４５に直接新方地区センター・
公民館（大吉４７０－１ �９７１－０８００）へ（申込み多
数＝抽せん）。定員に満たない場合は、翌日から電
話可

１２／２５（土）１４：００～１４：１５に材料費を添えて直接新方
地区センター・公民館（大吉４７０－１ �９７１－０８００）
へ（申込み多数＝抽せん）。定員に満たない場合は、
翌日から電話可

１１／４（木）１０：００から 材料費を添えて直接北越谷地
区センター・公民館（北越谷４－８－３５ �９７６－
５７５８）へ（申込み順・電話不可）

１１／５（金）９：００から蒲生地区センター・公民館（登
戸町３３－１６ �９８８－０６００）へ。電話可（申込み順）

１１／１３（土）１３：３０～１３：４５に直接増林地区センター・
公民館（増林３－４－１ �９６２－２８５５）へ（申込
み多数＝抽せん）。定員に満たない場合は、翌日か
ら電話申込可

会場・申込み

市民
（１００人）

市民
（１５人）

市民
（２０人）

市民
（２０人）

市民
（１６人）
小学生以下
は保護者同
伴

市民
（２０人）

市民
（３０人）

市内在住・
在勤・在学の
方
（１６人）

市内在住の
成人
（２０人）

市民
（５０人）

市内在住の
女性
（１０人）

対象

無料

材料費
１５００円

材料費
５００円

材料費
１５００円

材料費
１０００円

無料

無料

材料費
１０００円

材料費
２５００円
（１セット分）

無料

無料

参加費

実技指導を通して歌い方の
基礎から専門的な知識まで
を学ぶ

やす い ほう どう

講師 安井鳳憧さん

実習を通して、手打ちそば作
りの基礎的な作り方を学ぶ

ふし み かずひさ

講師 伏見和久さん、
ふし み たかかず

伏見孝一さん

パンフラワーを使って手作
りのリースを作り、素敵なク
リスマスの演出を

お だ ぎりよう こ

講師 小田切洋子さん

「作って、学んで、食べて、キム
チを味わってみませんか！」
キムチ作りの実習を通して、
簡単なキムチ料理を学び、そ
して、キムチ餅の試食！と盛
りだくさんの講習会

たかやまひろ こ

講師 高山博子さん

クリスマスを前に手作りの
ケーキにチャレンジしてみ
ませんか！クリスマスケー
キの作り方を学ぶ

さ とうたえこう

講師 佐藤妙公さん、
高山博子さん

ヨガの体験を通じて、健康
な生活を営むことへの意識
を向上させる

おく もと かず み

講師 奥本和美さん

遺言・相続・成年後見制度の
学習を通じて、正しい知識を
身につけ、様々な場面で生か
せることを目的とする

まつ の とし ひこ

講師 松野俊彦さん

風呂敷によるラッピングの
融通性・自在性を見直す

たけ だ ま り え

講師 武田真理恵さん

うさぎ

来年の干支・兔の木目込み
人形を作る

えん どう みどり

講師 遠藤 翠さん

来年のNHK大河ドラマを先
取りして、タイムリーな歴史
人物について学習します

たか はし ち は や

講師 高橋千劍破さん

日本の伝統文化を再認識し、
着付けの基礎知識と技術を
習得する

かど おか しず え

講師 門岡静恵さん

内容

１１／５・１２・１９
金曜日
１４：００～１６：００
全３回

１２／１
水曜日
１９：００～２１：００
全１回

１２／１２
日曜日
９：００～１２：００
全１回

１２／１７（金）
１９：００～２０：３０（塩漬け準備）
１２／１８（土）
９：００～１３：３０（漬け込み・料理
講習会・試食会）
全２回

１２／１９
日曜日
９：３０～１３：００
全１回

１１／１３
土曜日
１０：００～１２：００

１２／４・１１
土曜日
１３：３０～１５：３０
全２回

１／２９
土曜日
１４：００～１６：００

１１／１８
木曜日
１０：００～１６：００

１１／２６ １２／３
金曜日
１０：００～１２：００
全２回

１１／２７～１２／１８
毎週土曜日
１３：３０～１６：００
全４回

開催日時

カラオケ講習会

手打ちそば作り
講習会

クリスマス
リース作り講習会

キムチ作り・
キムチ料理
講習会と
キムチ餅試食会

クリスマス
ケーキ作り
講習会

ヨガ体験講座

遺言・相続・
後見講座
～財産を守るために～

すてきな風呂敷
ラッピング

木目込み干支
人形作り講習会

人物歴史講座

着物着付け
講習会

学級・講座名

１０／２５（月）１０：００～１０：１５に材料費を添えて直接荻島
地区センター・公民館（南荻島１９０－１ �９７４－
９５５５）へ（申込み多数＝抽せん）

①は１０／２２（金）、②は１１／６（土）それぞれ９：３０から
材料費を添えて直接大沢地区センター・公民館（大
沢２－１０－４０ �９７６－５８００）へ（申込み順）

１０／２７（水）１０：００～１０：１５に材料費を添えて直接新方
地区センター・公民館（大吉４７０－１ �９７１－０８００）
へ（申込み多数＝抽せん）。定員に満たない場合は、
翌日から電話可

１２／４（土）１３：４５～１４：００に材料費を添えて直接新方
地区センター・公民館（大吉４７０－１ �９７１－０８００）
へ（申込み多数＝抽せん）。定員に満たない場合は、
翌日から電話可

１２／１５（水）１２：３０～１２：４５に材料費を添えて直接新方
地区センター・公民館（大吉４７０－１ �９７１－０８００）
へ（申込み多数＝抽せん）。定員に満たない場合は、
翌日から電話可

＊申込み多数により抽せんの場合は、１組１回の抽せんとします。
なお、定員に満たない場合もありますので、地区センター・公民館
へお問い合わせください

会場・申込み

市内在住の
２歳半～４歳
児と保護者
（２０組）

市内在住の
小学生と保
護者
（８組）

市内在住の
２～３歳児と
保護者
（２０組）

市内在住の
小学生と保
護者
（１０組）

市内在住の
２～３歳児と
保護者
（２０組）

対象

材料費
５００円

材料費
１０００円

材料費
６００円

材料費
３５０円

材料費
６００円

参加費

歌ったり、おどったり、ゲ
ームをしたり。英語で楽し
く親子であそびます

わた なべ のり こ

講師 渡辺紀子さんほか

①肉まん、チンゲンサイと
シメジのかきたまスープ

②いちごのショートケーキ
さつまいもご飯

親子で楽しくできる料理を学ぶ
や とうげたか こ

講師 八峠孝子さん、
ひがしひさ こ

東久子さん

おともだちをつくろう、ごっ
こあそびをしよう、親の学習
プログラム、人権学習、親子
調理、みんなでクリスマス
講師 子育てサポーター・
チャオ

親子で正月のしめ飾りを作
り、新しい年を迎える

えん どう とし こ

講師 遠藤敏子さん

なつかしい昔遊びを楽しもう、
いっぱい体を動かそう、親
子調理、親の学習プログラ
ム、作って遊ぼう
講師 子育てサポーター・
チャオ

内容

１１／１５～１２／１３
毎週月曜日
１０：００～１１：００
全５回

①１１／２０（土）

②１２／１８（土）

９：３０～１２：３０
各１回

１１／１７～１２／２２
毎週水曜日
１０：００～１１：５０
全６回

１２／２３（祝・木）
９：３０～１１：３０

１／１２～２／９
毎週水曜日
１０：００～１１：４５
全５回

開催日時

親子で英語で
あそぼう！

親子料理教室

家庭教育学級�

～年末企画～
正月しめ飾り作り

家庭教育学級�

学級・講座名

会員募集
千代の会茶道クラブ

日時：第１・第３土曜日８：３０～１２：００ 入会金：なし
会場：増林地区センター・公民館他 月会費：２５００円
内容：茶道（裏千家） 問合せ：横山 �０９０－１４５２－２４２３

着 物 着 付 ク ラ ブ
日時：第１・第３火曜日１０：００～１２：００ 入会金：なし
会場：南部交流館 月会費：１０００円
内容：着付 問合せ：川畑 �９８９－３２３１

しょ しん かい

書 心 会
日時：第１・第３金曜日９：３０～１１：３０ 入会金：なし
会場：蒲生地区センター・公民館 月会費：２０００円
内容：毛筆、篆刻（てんこく） 問合せ：菊池 �９８６－６３１４

書 の 心
日時：第１・第３月曜日１０：００～１２：００ 入会金：なし
会場：蒲生地区センター・公民館 月会費：２１００円
内容：毛筆、ボールペン字 問合せ：石原 �９８７－３４７５

越 谷 合 唱 団
日時：第２月曜日１９：００～２１：００ 第４土曜日１４：００～１７：００
会場：蒲生地区センター・公民館 入会金：１０００円 月会費：２５００円
内容：合唱 問合せ：�井 �９８８－５４７４

ふじ かげ かい

藤 景 会
日時：小学生対象 第１・第３火曜日１９：００～２０：３０ 成人対象 第２・第４火曜日１９：００～２０：３０
会場：蒲生地区センター・公民館 入会金：なし 月会費：３０００円
内容：藤間流日本舞踊 問合せ：金子 �９８８－０１５１

英 会 話 サ ー ク ル
日時：毎週金曜日１９：３０～２０：５０ 入会金：なし 月会費：３０００円
会場：主に越ヶ谷地区センター・公民館 問合せ：宮久地昭信（みやくじてるのぶ）�９６２－４３１６
内容：英会話（中級）。講師（女性外国人）、市民（５人を限度）

書 道 ク ラ ブ
日時：第２・第４月曜日９：３０～１１：３０ 入会金：なし
会場：主に越ヶ谷地区センター・公民館 初心者歓迎。 月会費：３０００円
内容：書道の練習（月課題他）。師範資格の取得も可。 問合せ：青木 �９６６－０１４０

親子サークル「クローバー」
日時：第１・第３木曜日１０：００～１１：３０ 入会金：なし
会場：主に越ヶ谷地区センター・公民館 月会費：３００円
内容：親子サークル。平成２０・２１・２２年生まれの子と母親 問合せ：大谷 �９１６－００５２

越谷市空手道スポーツ少年団
日時：第１・第３火、木曜日１８：００～２１：００ 入会金：３０００円
会場：越ヶ谷地区センター・公民館 月会費：２０００円
内容：空手 問合せ：古川 �９６５－０４６０

籐 手 芸 ク ラ ブ
日時：第２・第４水曜日９：３０～１２：００ 入会金：なし
会場：主に越ヶ谷地区センター・公民館 月会費：１５００円
内容：籐でいろいろなものを編み、自分の手で作り上げる 問合せ：中村文子 �９８８－５５９１
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体育課 �343‐8501 越ヶ谷4‐2‐1（市役所第二庁舎4階）�963‐9284

学級・講座名 開催日時 内容 参加費 対象 会場 申込み

第４６回越谷市
元旦
マラソン大会

１／１（祝）
８：３０受付 ９：４０開会式
１０：００から時差スタート

①１０�
②５�
③３�
④１�
⑤０．５�

小・中学生
５００円
高校生以上・
幼児（保護者
同伴）１２００円

①②高校生以上
③中学生以上
④小学５年生以上
⑤小学生以上、幼
児（保護者同伴）

市役所およ
びその周辺

１０／１５（金）～１１／１５
（月）に直接体育課ま
たは越谷市内郵便局
へ

第２９回越谷市
なわとび大会

２／６（日） 長なわとび、時間とび、２
重とび、親子とびほか

無料 市内在住の
小学生以上
の方

総合体育館 詳しくは広報こしがや
お知らせ版１２月号を
ご覧ください

体育課・市民健康課 �343‐8501 越ヶ谷4‐2‐1（市役所第二庁舎4階）�963‐9284

学級・講座名 開催日時・講師 会場 定員 内容 参加費 対象 申込み

冬期健康体操
教室

①１／１７～３／７
毎週月曜日
１３：３０～１５：００
全８回

やま もと さち こ

講師：山本幸子さん

桜井地区セ
ンター・公
民館

４０人 健康チェック、
健康教育（講話）、
健康体操、ハッ
ポちゃん体操

※１無料 市内在住
おおむね４０
歳以上
毎回出席で
きる方
※運動制限
のある方は
参加できま
せん

初回の開始時間までに直接会場へ。
（申込み多数の場合）
１ 初めての方
２ 昨年度受講していない人
３ 昨年度受講者
４ 春期・秋期受講者
上記の優先順位と抽せんで決定
※同時期に複数の健康体操教
室には申込みできません

※定員に満たない場合は、翌
日から体育課へ。電話可（申
込み順）

②１／１１～３／１
毎週火曜日
９：１５～１０：４５
全８回

かい づ み や こ

講師：海津美弥子さん

総合体育館 ５０人

※運動しやすい服装でお越しください。体育館の会場に参加される方は、体育館シューズをお持ちください
※１教室で使用する用具（ボール等）代として実費負担をしていただく場合があります

体育課／越谷市冬期スポーツ教室 �343‐8501 越ヶ谷4‐2‐1（市役所第二庁舎4階）�963‐9284

学級・講座名 開催日時 内容 参加費 対象 会場 申込み

冬期親子ふれあい
体操教室

１／２５～３／１
毎週火曜日
１６：００～１７：００
全６回

親子で一緒に体操します（器
械体操等）

無料 市内小学１
年生から２年
生とその保
護者（３０組）

第２体育館 １／１１（火）９時から体育
課へ 電話可（申込み順）
※対象児以外の同伴は
ご遠慮ください

体育課／生涯スポーツ講座 �343‐8501 越ヶ谷4‐2‐1（市役所第二庁舎4階）�963‐9284

●各体育館で開催日に随時受付け 参加費無料 ●対象：市内在住・在勤の１６歳以上の方（学生を除く）

講座
講師付 午前…１０：００～１１：３０ 午後…１３：３０～１５：００ 表内の種目は、指導員による指導（初心者対象）

フリー 前半…１３：１５～１４：４５ 後半…１５：００～１６：３０ 卓球、ビーチボールバレー、ラケットテニス、バドミントンを時間内利用
※平成２２年度からフリーの利用方法が変更になりましたので、時間・種目をご確認ください
※卓球（フリー）を利用される方は、抽せんを行いますので、下記の時間までにお集まりください
�１３：００（前半：１３：１５～１４：４５を利用の場合） �１４：５０（後半：１５：００～１６：３０を利用の場合）

北体育館 （毎週月曜） 南体育館 （毎週水曜） 第１体育館（毎週木曜） 西体育館 （毎週金曜）

開催日 講師付 フリー前半 フリー後半 開催日 講師付 フリー前半 フリー後半 開催日 講師付 開催日 講師付 フリー前半 フリー後半

１０／１８バスケットボール ビーチボール他 卓球 １０／２０ 太極拳 ビーチボール他 卓球 １０／２１ エアロビクス １０／２２ラケットテニス ビーチボール他 卓球
１０／２５バスケットボール 卓球 ビーチボール他１０／２７ １０／２８ １０／２９ラケットテニス 卓球 ビーチボール他
１１／１ バスケットボール ビーチボール他 卓球 １１／３ １１／４ エアロビクス（第２）１１／５ ラケットテニス ビーチボール他 卓球
１１／８ バスケットボール 卓球 ビーチボール他１１／１０ 太極拳 卓球 ビーチボール他１１／１１ エアロビクス １１／１２ラケットテニス 卓球 ビーチボール他
１１／１５バスケットボール ビーチボール他 卓球 １１／１７ラージボール卓球 ビーチボール他 卓球 １１／１８ エアロビクス １１／１９ビーチボール ビーチボール他 卓球
１１／２２ボクササイズ 卓球 ビーチボール他１１／２４ラージボール卓球 卓球 ビーチボール他１１／２５ エアロビクス １１／２６ビーチボール 卓球 ビーチボール他
１１／２９ボクササイズ ビーチボール他 卓球 １２／１ １２／２ １２／３
１２／６ ボクササイズ 卓球 ビーチボール他１２／８ ラージボール卓球 卓球 ビーチボール他１２／９ ユニカール １２／１０ビーチボール 卓球 ビーチボール他
１２／１３ボクササイズ ビーチボール他 卓球 １２／１５ラージボール卓球 ビーチボール他 卓球 １２／１６ ユニカール １２／１７ビーチボール ビーチボール他 卓球
１／３ １／５ 卓球 ビーチボール他 １／６ １／７ 卓球 ビーチボール他
１／１０ １／１２ボクササイズ ビーチボール他 卓球 １／１３ 太極拳 １／１４ 卓球 ビーチボール他 卓球
１／１７バドミントン 卓球 ビーチボール他 １／１９ボクササイズ 卓球 ビーチボール他 １／２０ 太極拳 １／２１ 卓球 卓球 ビーチボール他
１／２４バドミントン ビーチボール他 卓球 １／２６ボクササイズ ビーチボール他 卓球 １／２７ 太極拳 １／２８ 卓球 ビーチボール他 卓球

※ビーチボール他は、ビーチボールバレー、ラケットテニス、バドミントン ※第１体育館の１１／４は、第２体育館で行います
・ボクササイズ…ボクシングの動きを取り入れ、音楽に合わせて体を動かす全身を使った有酸素運動
・ラケットテニス…スポンジボールを専用のラケットで打ち合う室内版テニス
・ユニカール…３個のストーンを的に近づけ合う室内版カーリング

体育課／夜間個人開放
●各体育館で開催日に随時受け付け 参加費無料
●対象：市内在住・在勤の１６歳以上の方。ただし、保護者同伴の場合のみ小・中学生も利用できます
●時間：１９：００～２１：００ ●実施種目：卓球・バドミントン
●会場：月曜日／南体育館・西体育館、水曜日／第１体育館・北体育館（１０／２７の第１体育館は第２体育館で行います）
※開催日が休日の場合は、お休みとなります。また、大会等で利用できない場合がありますので日程をご確認ください

越谷市立図書館 �343‐0023 東越谷4‐9‐1 �965‐2655

休
館（
室
）日

越谷市立図書館 北部図書室 �343‐0033 恩間181‐1
�978‐5311 南部図書室 �343‐0845 南越谷1‐2876‐1

�990‐0305
毎週月曜日（１／１０は開館）
１１／２６（金・館内整理日）
１２／１７（金・館内整理日）
１２／２９（水）～１／３（月）年末年始休館
１／４（火・館内整理日）・１１（火）

１０／２５（月）・３１（日・午後５時で閉室、室内整理）
１１／８（月）・２２（月）・３０（火・午前中室内整理）
１２／１３（月）・２７（月）・２８（火・午後５時で閉室、室内
整理）・１２／２９（水）～１／３（月）年末年始休室
１／４（火・室内整理日）・８（土・午前中室内整理）
１／１１（火・室内整理日）

１０／２９（金・午前中室内整理）
１１／３０（火・午前中室内整理）
１２／１３（月）・２８（火・午後５時で閉室、室内整理）
１２／２９（水）～１／３（月）年末年始休室
１／４（火・室内整理日）

学級・講座名 開催日時 内容 参加費 対象 会場 申込み

日本古典文学
鑑賞講座

１０／１６、１１／１３、１２／１１、１／８
土曜日
１４：００～１６：００

１０月のテーマ
「万葉集と漢詩文その２」

おか だ ひろし

講師 岡田 弘さん
１１、１２月のテーマ
「古事記 前編・後編」

もり とよ はる

講師 森 豊治さん
１月のテーマ
「古今和歌集・新古今和歌集」

きく ち まさる

講師 菊池 優さん

無料 どなたでも
（８０人）

２階視聴覚
ホール

当日、直接図書館へ

野口冨士男文庫
講演会
「大戦前夜の
青年作家たち」

１１／２７（土）
１３：３０～１６：００

第１部：朗読
「昭和十年代の様相」
（『感触的昭和文壇史』より）、
「簿ひざし」（『しあわせ』より）
朗読：こだま文庫の方々
第２部：リレートーク

まつ もと とおる かつ また ひろし

講師 松本 徹さん、勝又 浩さん、
え ぐさ みつ こ

江種満子さん

無料 どなたでも
（７０人）

２階視聴覚
ホール

１１／５（金）１０：００から
図書館（�９６５－２６５５）
へ

おはなし会 毎週水曜日
（１１／３、１２／２９を除く）
１５：４５～１６：１５

昔話などの語りと絵本のよみきか
せ

無料 ４歳～小学
６年生

２階会議室 当日、直接図書館へ

映画会 ①１０／２３（土）１３：３０～１４：００ 「ねないこだれだ」ほか３話
②１０／２４（日）１３：３０～１５：３０ 「ミスター・ロンリー」
③１１／２８（日）１３：３０～１５：００ 「パラダイス ナウ」
④１２／２５（土）１３：３０～１４：００ 「どろんこハリー」ほか２話
⑤１２／２６（日）１３：３０～１５：１５ 「さよなら子供たち」
①・④は児童向きです

無料 市民（６０人）２階視聴覚
ホール

当日、直接図書館へ
（先着順）

うさこちゃんの
おへや

①１０／２８ ②１１／２５ ③１２／１６
木曜日
１１：００～１１：３０

わらべうたや絵本のよみきかせ 無料 ２・３歳児
と保護者

２階視聴覚
ホール

当日、直接図書館へ

市民読書会 ①１０／１６、②１１／２０、③１２／１８、
④１／１５
土曜日
１３：３０～１５：３０

テキスト
①「人生は片道切符」トシコ・ムトー著
②「ベッドタイムアイズ」山田詠美著
③未定 ④未定

無料 市民（１５人）２階会議室 当日、直接図書館へ

１３：３０～１４：００
１５：００～１５：４５
１３：３０～１４：００
１５：００～１５：３０
１３：２０～１４：００
１５：００～１５：４５
１３：３０～１４：１５
１５：００～１５：３０
１０：１５～１１：００
１３：１５～１３：５０
１４：００～１４：３０

第１・３
火曜

第１・３
水曜

第１・３
木曜

弥 栄 第 二 公 園
鷲 越 ふ れ あ い 公 園
蒲 生 東 町 自 治 会 館
児 童 館 ヒ マ ワ リ
蒲 生 第 二 小 学 校
越谷ファミリータウン
モアステージ千間台
成 和 ふ れ あ い 公 園
け や き 荘
新 方 小 学 校
く す の き 荘

2222222222222222222222222222000000000000000000000000000011111111111111111111111111110000000000000000000000000000年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年はははははははははははははははははははははははははははは国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年読書の楽しみを広げよう！

移動図書館「しらこばと号」巡回日程表

１３：３０～１４：００
１５：００～１５：４５
１３：３０～１４：１５
１５：００～１５：４５
１３：３０～１４：００
１４：４５～１５：３０
１３：４５～１４：１５
１５：００～１５：３０
１３：１５～１４：００
１４：３０～１５：００

第２・４
水曜

第２・４
木曜

第２・４
金曜

千 間 台 小 学 校
桜 井 青 空 東 側 緑 地
荻 島 小 学 校
住 吉 新 生 自 治 会 館
弥 十 郎 児 童 公 園
深 田 公 園
大間野４・５丁目ふれあい公園
若 草 自 治 会 館
大 相 模 小 学 校
越 谷 シ テ ィ ハ ウ ス

１５：００～１５：３０
１３：３０～１４：００
１５：００～１５：４５
１３：３０～１４：１５
１５：１５～１５：４５
１３：３０～１４：００
１４：４５～１５：１５
１３：３０～１４：００
１５：００～１５：４５
１３：３０～１４：１５
１５：１５～１５：４５

第１・３
木曜

第１・３
金曜

第２・４
火曜

憩いの里 すこやか
さしきだ自治会内公園
宮本町５丁目北自治会公園
シ ャ ル ム 北 越 谷
越 谷 ス カ イ ハ イ ツ
南 町 第 二 公 園
朝日プラザガーデンシティ新越谷
千間台西６丁目集会所
せんげん台 パークタウン
大 袋 東 小 学 校
大 林 会 館

駐車場 曜日 時間 駐車場 曜日 時間 駐車場 曜日 時間

総合体育館 �343‐0011 増林2‐33 �964‐4321

学級・講座名 開催日時 内容 参加費 対象 会場 申込み

エアロビクス
ダンス教室

毎週水曜日・１４：００～・１９：３０～
毎週金曜日・１０：３０～・１９：３０～

エアロビクス・ストレッチ
等（６０分）

３００円 高校生以上 総合体育館
武道場

希望日時に随時可。利用
講習会なし。日程が変更
になることがあります。
詳しくは総合体育館まで

STEPのご利用 １０／１９・１１／２・１６・１２／７・２１・１／１８
火曜日
９：００～２１：３０
（小中学生のみの利用は１７：００まで）

卓球・バドミントン・ビー
チボールの自由参加
各２時間単位

大人２時間
３００円・小
中学生２時
間１５０円）

どなたでも 総合体育館 体育館シューズ・用具は各
自お持ちください。日程が
変更になることがありま
す。詳しくは総合体育館まで

ビーチボール
STEP

１０／９（土）・１８（月）・１１／１（月）・１５（月）・
１２／６（月）・２０（月）・２５（土）・１／１７（月）
９：３０～１１：３０・１２：００～１４：００・
１９：００～２１：００
（小中学生のみの利用は１７：００まで）

ビーチボールの教室毎回指
導員による指導あり

大人２時間
３００円・小
中学生２時
間１５０円

どなたでも 総合体育館 体育館シューズは各
自お持ちください。日
程が変更になること
があります。詳しく
は総合体育館まで

ルーシーダットン
教室（タイ式ヨガ）

１０月から毎月第１・３金曜日
１５：００～（約１時間程度）

運動の苦手な方や体の硬い方、
運動をしている方でも楽しめ
るタイ式ヨガです。
持ち物 タオル・運動ので
きる服装・飲み物・体育館
シューズ（実際に運動をす
るときは裸足で行います）

３００円 高校生以上
（約５０人）

総合体育館
武道場

参加者多数＝先着順
（事前予約不可）。日程
が変更になる場合が
あります。詳しくは
総合体育館まで

6
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号



（大吉２７２－１�９７９－０１００）�「県民の日」in 野鳥の森
日時 １１／１４（日）９：００～１６：００（入園は１５：３０まで） 入園料 無料
園内では移動動物園（ふれあいコーナー）などのイベント（一部有
料）を実施します。コバトン来園予定です。
�臨時無料開園
日時 １／１（祝・土）・２（日）１０：００～１６：００（入園は１５：３０まで）
小動物（うさぎ・モルモット）のふれあいコーナーを実施します。
（１３：１５～１５：００）

★
前
号
の
「
ト
ラ
イ
」
に
掲

載
さ
れ
て
い
た
行
事
が
着
々

と
終
了
し
、
ど
の
行
事
に
も

多
く
の
ご
参
加
を
い
た
だ
い

た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
運

営
に
携
わ
っ
て
い
た
役
員
の

皆
さ
ま
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。
こ
の
「
ト
ラ
イ
」
を
読

ん
だ
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

あ
ら
ゆ
る
行
事
の
参
加
者
が

増
え
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

★
今
号
の
第
一
面
は
、「
こ

し
が
や
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
１
０
」
と
い
う
こ
と

で
、
秋
を
感
じ
さ
せ
る
催
し

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

猛
暑
が
続
い
た
今
年
の
夏
も

終
わ
り
、
い
よ
い
よ
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
、
文
化
の
秋
と
い
う

よ
う
に
、
何
事
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
ふ
さ
わ
し
い
季
節

が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

★
２
ペ
ー
ジ
に
は
、
わ
が
ま

ち
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
藍

染
」
を
体
験
で
き
る
講
座
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
、
親
子
や
一
般
を
対

象
に
幾
度
か
開
催
し
て
き
た

よ
う
で
す
が
、
今
回
は
、
初

の
４
回
シ
リ
ー
ズ
開
催
と
い

う
こ
と
で
、
普
段
体
験
で
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こしがや市民大学秋季講座

金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座 聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
こしがや市民大学秋季講座では、一日のみの特別講座を開催します。
講座テーマ：「世界遺産都市ウィーンの音楽文化物語」
講 座 内 容：ピアノ演奏と楽しいお話によるレクチャー形式のコンサートで、音楽の都ウィーン

の魅力をたっぷりと紹介します。
うらかわれい こ

講 師 紹 介：ピアニスト 浦川玲子さん
ウィーン国立音楽大学を首席で卒業。日本大学大学院修了。１９９６年第１９回マスター
プレイヤーズ国際音楽コンクール（イタリア）特賞受賞、日墺文化協会主催「フレ
ッシュコンサート’９９」優秀賞受賞。CD「愛の夢」「シューベルト即興曲集［全曲］」
をリリースしている。現在、尚美学園、東邦音楽大学講師。三郷市在住。

日 時：１１／５（金）９：３０開場、１０：００開演
会 場：中央市民会館劇場
対 象：市内在住・在勤・在学・その他

市内で活動されている方
定 員：１００人（先着順）
参 加 費：無料
申 込 み：当日直接会場へ
問 合 せ 先：生涯学習課 生涯学習担当

�９６３－９２８３

越谷市中央市民会館ロビーコンサート
１２：１５～約３０分間 無料

気軽でお洒落なクラシックピアノコンサート
きたむらあき こ

北村明子さん

華やかなクリスマス・コンサート
ひろかわ めぐみ

デュオ ルクレール＆広川 恵さん

中央市民会館（越ヶ谷４－１－１�９６６－６６２２）１階ロビー 当日直接会場へ

１１／１１
（木）

１２／２２
（水）

キキャャンンベベルルタタウウンン野野鳥鳥のの森森

花田苑 �343‐0015 花田6‐6‐2 �962‐6999

学級・講座名 開催日時 内容 参加費 対象 会場 申込み

開花亭茶会 １１／３（祝・水）・２１（日）・１２／５（日）・
１／９（日）
１０：００～１５：３０

日本庭園の四季折々の風情
を味わう

一服５００円
別途入園料
１００円が必
要

定員８０人 花田苑 当日茶券販売
（先着順）

やすらぎの茶席 １１／２８・１２／１２・１／２３
日曜日
１０：００～１５：３０

どなたでも参加できるお茶
席

一服３００円
別途入園料
１００円が必
要

定員８０人
ただし１月
は６０人

花田苑 当日茶券販売
（先着順）

花田苑
「県民の日」無料開園

１１／１４（日）
９：００～１６：００

苑内オリエンテーリング等
を開催します。埼玉県のマ
スコット、コバトン来園予
定

入園無料
茶席有料
一服３００円

どなたでも
ただし茶席
は定員１００
人

花田苑 当日茶券販売
（先着順）

募集
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